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従来技術に比べての優位性

今後の展開

特徴

研究成果に関する文献・資料

造形による
絶縁支持物（がいし）の試作

（ ）造形の絶縁治具への応用を検討するため、絶
縁支持物（がいし）を試作し、絶縁性能を評価しました。これにより、 造形物の
絶縁治具への適用可能性を見出しました。

⚫ 複雑な形状でも作製可能
⚫ 設計変更が容易
⚫ 金型不要

⚫ 新井宏章 他：レーザ焼結による 造形物の絶縁破壊
特性の解析，電子情報通信学会技術報告

， （ ）
⚫ 広報誌「アーガス」 年 月号

共同研究者 山内 友貴、上野 武司、長谷川 孝（都産技研）

電気技術グループ 新井 宏章

⚫ 特殊形状の絶縁部品（支持物、コネクタなど）の作製
⚫ 造形物の絶縁設計技術提供
⚫ 造形データの共有によるデジタルものづくりの加速

物理応用技術

研究員からのひとこと
実用化を視野に入れて具体的な絶縁支持物
（がいし）を で試作し、絶縁性を評価しま
した。 の絶縁応用に興味のある企業さまと
の共同研究・事業化をお待ちしています。

研究背景・課題

設計・試作

■ の利用形態の変化

従来

試作メイン
用途：形状・寸法確認

近年

実用化へ
用途：機能性

のメリット：複雑形状試作可、設計変更容易、金型不要

図 の利用形態の変化

・製品ベースでの安全性・信頼性の確認が必要

■ の絶縁応用としての実用化ニーズ

具体例）特殊形状のコネクタ
絶縁支持物
絶縁治具

■ 絶縁応用部品実用化に向けての課題

⇒ 製品ベースでの絶縁性評価（既製品と比較）を実施

図 設計データ 図 既製品 図 品

・具体的な製品として絶縁支持物（がいし）を試作し評価
・ の材料はポリアミド 、レーザ焼結 ）で造形

絶縁性評価

・ 屋内用樹脂製ポストがいしに規定された絶縁試験
を中心に評価

図 試験セットアップ

試験内容 試験結果
項目 条件 既製品 品

商用周波耐電圧試験 〇 〇
雷インパルス耐電圧試験 μ

± 回 〇 〇

吸水試験 吸水処理後 〇 〇

表 試験結果まとめ

・絶縁性能の限界値の確認としてフラッシオーバ電圧試験 交流）も実施

図 フラッシオーバ電圧試験 交流 の結果

商用周波耐電圧試験の
試験電圧 の
倍以上あるので良好な
結果といえる



－ 1 － － 2 －

従来技術に比べての優位性

今後の展開

特徴

研究成果に関する文献・資料

航空機用アルミニウム青銅部品の
素材プロセスの高精度化の検討

航空機産業参入支援事業の一環として、高度な技術を必要とする特殊銅合金
部品の品質問題に対して、製造時の複雑なミクロ組織変化の過程を明らかにす
ることで、素材プロセスを高精度に制御するための指標を見出しました。

⚫ 生成相の特定およびミクロ組織の複雑な変化過程を明確
にすることで、素材プロセスの状況把握が容易となった。

⚫ 素材プロセスの状況把握によって品質の支配因子を特定し、
的確な熱処理条件の高精度な制御が可能となった。

⚫ 小林 他：”Cu 系アルミニウム青銅合金の冷却
速度に依存したミクロ組織変化”，日本銅学会第 回記
念講演大会概要集（ ） ．

⚫ 岩岡 他：“特殊銅合金の一貫生産と研究開発”，表面
技術とものづくり研究部会誌， ， （ ）．

共同研究者 岩岡拓、中村勲、奥出裕亮（都産技研）、
栗原健、王琪、加藤雷（大和合金株式会社）、新井真人、江口逸夫、新井勇多（三芳合金工業株式会社）

機械技術グループ 小林 旦

⚫ ミクロ組織の定量化による機械的性質の変化の分析および
評価方法の検討。

⚫ 機械的性質の予測および効率的なミクロ組織制御による
素材プロセスの合理化の検討。

物理応用技術

研究員からのひとこと
ミクロ組織、機械的性質、熱処理条件を綿密
に対応させていくことで、素材プロセスの合理化
がさらに進むことが期待されます。

電子顕微鏡によるミクロ組織観察
素材の状況把握

航空機用アルミニウム青銅（ 規格）
熱処理により複雑なミクロ組織を形成することで、
機械的性質、耐摩耗性、耐食性に優れ、
航空機用ランディングギアの軸受などに用いられます。

研究課題
熱処理条件が規格で定められていますが、
形状やサイズに応じて冷却速度が変化するため、
機械的性質にバラつきが出てしまいます。

図 焼戻し前後のミクロ組織と各生成相

図 各冷却速度で焼入れた
焼戻し後のミクロ組織

熱処理条件
改善

形状 サイズ 冷却速度 ℃･

棒 Φ25 ≈

管

表 素材形状と冷却速度の目安

10mm20mm 20mm

図 アルミニウム青銅のミクロ組織の例

マルテンサイト 粒状相 ラメラ状相

5mm

5mm

580

600

620

640

660

680

改善前 改善後

強
度

/ M
Pa

図 各試料の 耐力値

図 熱処理条件改善結果

≈ ℃･ ≈ ℃･

これまで不明確であった生成相の
調査により、冷却速度に依存した
組織変化が品質に影響を与えて
いることが分かりました。

ラメラ状相減少・粒状相増加

機械的性質
が向上

2μm 2μm

10μm

100nm

100nm

100nm

κiii

κiv

β’

κii

析出物粗大化

規格値

焼戻し

焼入れ

10μm

冷却速度の依存性を考慮
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特徴

刃先固定切削

従動型ロータリー切削

丸駒チップ
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研究成果に関する文献・資料
⚫ 相当材の従動型ロータリー切削における任意
の工具角度での工具摩耗特性を取得可能

⚫ 従動型ロータリー切削により切削速度 一般的
な速度の 倍 で工具寿命が約 倍延長

⚫ 工具角度を変更することにより切削速度 一
般的な速度の 倍 で刃先固定切削に比べて 倍の延長
効果が期待できる。

⚫ さらなる工具寿命の延長手法の検討
⚫ 他種の難削材の切削への応用

基耐熱合金の高速切削加工における
工具寿命向上に向けた工具提案 機械技術グループ 片桐 嵩

物理応用技術

共同研究者 奥出 裕亮、西村 信司、中村 勲（都産技研）

難削材である 基耐熱合金の切削加工では、工具摩耗の進行を抑制するため、
一般的に低速切削が行われています。本研究では、製作した従動型ロータリーツー
ルにより、高速切削でも工具摩耗が進行しにくい切削手法を検討しました。

⚫ 片桐，奥出，西村：旋削加工における 基耐熱合金の
加工変質層厚さに及ぼす切削条件の影響， 年度
精密工学会秋季大会学術講演会講演論文集，

（ ）
⚫ 片桐，奥出，西村： 基耐熱合金の従動型ロータリー切
削加工における工具摩耗特性， 年度精密工学会
秋季大会学術講演会講演論文集，
（ ）

図 従動型ロータリー切削

図 従動型ロータリー切削における工具角度の影響

図 切削速度による工具寿命の違い

図 刃先固定切削と従動型ロータリー切削の比較

研究員からのひとこと
難削材を対象とした切削加工に関する研究に
取り組んでいます。

工具回転方向

被削材回転方向

工具角度

ベアリング

丸駒チップ

Inconel718
相当材

(駆動)

(従動)

切削法 刃先固定

切削速度 80m/min 切削法 刃先固定

切削速度
40 m/min
(一般的な速度)

切削法 従動型ロータリー

切削速度80 m/min

切削法 従動型ロータリー

切削速度 120 m/min
工具角度 24°

切削法 従動型ロータリー

切削速度 120 m/min
工具角度 36°

図 工具摩耗の例

従動型ロータリー切削により刃先固定切削に比べて × 倍の延長効果が期待できます。

切削法 刃先固定

切削速度 80 m/min

従来技術に比べての優位性

今後の展開
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従来技術に比べての優位性

今後の展開

特徴

研究成果に関する文献・資料

合金の温・冷間プレス成形法
の開発

合金の温・冷間（室温～300℃）プレス成形法を開発しました。開発した成形
法では、従来不可能とされてきた 合金の冷間プレス成形が可能とな
ります。この技術により、 合金板の温・冷間絞りしごき成形が可能です。

⚫ 従来技術では不可能だった 合金の冷間プレス
成形が実現可能

⚫ 板材から成形と成形品の肉厚制御を行う絞りしごき成形が
実現可能

⚫ 特殊な加熱用の設備を必要としない。

⚫ 奥出，岩岡，中村： 合金板の温間プレス成
形法の開発と肉厚制御，塑性と加工， ，

， （ ）
⚫ 奥出，岩岡，中村，片桐：モーション制御を活用した

合金板の温間プレス成形技術の開発，塑性と加
工， ， ， （ ）

共同研究者 岩岡拓、中村勲、片桐嵩、村岡剛（都産技研）

機械技術グループ 奥出 裕亮

⚫ 航空機産業への展開
⚫ 医療機器産業への展開
⚫ 合金板の精密板金加工が期待できる。

特開

物理応用技術

研究員からのひとこと
開発した技術で 合金板の温・冷間
絞りしごき成形が可能です。
本技術を活用した共同研究・事業化に興味
がある企業さまはお声がけください。

特開

合
金板の成形温度 成形難易度

初期費用
（設備費用） 製品の精度

室温～ ℃ ☓ 難しい ○ 低 ○ 高

～ ℃ △ やや難しい △ 中 △ 中

～ ℃ ○ 簡単（従来技
術） ☓ 高 ☓ 低

表 合金のプレス成形温度とその難易度

図 開発手法と通常の手法による成形比較（ 合金、初期板厚 ）

開発したプレス成形法では、 合金の温・冷間プレス成形が可能となります。

前処理

プレス成形
①パンチモーション

（n回目）
②しわ抑え力負荷

（n回目）
①パンチモーション

（n+1回目）
②しわ抑え力負荷

（n+1回目）
・
・
・

後処理

①パンチモーション ②しわ抑え力負荷

金型金型

パンチ パンチ

図 開発法概念図
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従来技術に比べての優位性

今後の展開

特徴

研究成果に関する文献・資料

低音域における膜材料の遮音性能
測定法に関する研究

工事現場の仮囲いなどに使われる材料の評価では、作業音に多く含まれる低音
域の遮音性能把握が求められます。本研究では低音域で形成される波動モード場
の考えに基づき、現在の建材遮音性能試験（ ）では対象外の

未満における膜材料の遮音性能を把握しました。

⚫ 室内隅部の音圧が高くなる波動モード場を考慮した
手法で、低音域の室内音圧を把握できる。

⚫ 現在の建材遮音性能試験（ ）では
対象外の の性能を評価できる。

⚫ 西沢他：都産技研 年度技術シーズ集，

⚫ 西沢他：都産技研 平成 年度技術シーズ集，

共同研究者 渡辺 茂幸（都産技研）、井上 尚久（前橋工科大学）、佐久間 哲哉（東京大学）

光音技術グループ 西沢 啓子

⚫ 騒音・飛沫感染防止対策に向けた建材の評価ツール
⚫ オーダーメード型技術支援・共同研究を活用した製品開発

物理応用技術

研究員からのひとこと
工事現場・工場・オフィス・商業施設など、さま
ざまな場所で使われる膜材料の遮音性能把
握にご活用下さい。
ご興味のあるお客さまからのご相談をお待ちし
ています。
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図3膜材料（防音シート）の遮音性能測定結果

未満の遮音性能

面密度

面密度

𝐿𝐿𝐿𝐿𝐿𝐿 = 10 log 10
𝐿𝐿𝑐𝑐𝑐𝑐𝑐𝑐𝑐𝑐𝑐𝑐𝑐𝑐

10 + 2 ∙ 10
𝐿𝐿
10

3
𝐿𝐿𝐿𝐿𝐿𝐿：室内全体の音圧レベル
𝐿𝐿：室内中央部の音圧レベル
𝐿𝐿corner：室内隅部の音圧レベル

図4都産技研 結合残響室（ TypeⅡ）

≪音源室≫

≪受音室≫

試料（防音シート）

𝐿𝐿corner の測定点

L の測定点

引用：

図 波動モード場（90Hz） 図 拡散音場（1000Hz）

では対象外の 未満におけ
る遮音性能を、室内隅部の音圧が高くなる波動
モード場を考慮した手法により把握しました。

隅部の音圧
が高い

音圧が均質

⚫ 波動モード場を考慮した室内音圧の測定法
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従来技術に比べての優位性

今後の展開

特徴

研究成果に関する文献・資料

感性を考慮した製品音評価と快音化
手法について
（バドミントン打音に関する事例紹介）

「音の良さ」を製品の付加価値とする、サウンドデザインという考え方が近年注目され
ています。ここでは、バドミントンの打音に関する研究を事例として、良い音を創る
（快音化）ためのサウンドデザイン手法についてご紹介します。

⚫ 「音の良さ」を構成する音質を定量的に評価可能
⚫ 「音の良さ」を追求した製品設計による高付加価値化
⚫ 機械製品の騒音対策においては、音の大きさ（ ）の
低減以外の選択肢を提供

⚫ 宮入他：バドミントン打音に対する印象構造の把握と
音響物理量との関係性，日本感性工学会論文誌，

， ， （ ）
⚫ 版，設備紹介：心理音響分析シ
ステム 製品音の快音化へ向けた開発支援機器

共同研究者 服部 遊（都産技研）、村越 弘章、小澤 佳佑、田中 謙介、千葉 慎一郎（ヨネックス株式会社）

光音技術グループ 宮入 徹

⚫ 各種機械製品に対するサウンドデザインの応用
（オフィス用機器、家庭用家電製品、車載製品等）

⚫ 製品音に対する快・不快の定量的な把握による、音質を
客観的に評価するシステムの構築

特許出願中

物理応用技術

研究員からのひとこと
この技術で製品の「音の良さ」を付加価値とし
た開発が可能です。
サウンドデザインに興味のある企業さまとの共同
研究を期待しています。

サウンドデザイン

「高級感のある自動車のドア閉め音」のよう
に、製品音を付加価値とする考え方です。
サウンドデザインによる製品開発には、下記の
二つの要素が必要となります。
① 好ましい音質の把握
② 音質と音響物理量を関係づける音質推
定モデルの構築

バドミントン打音へのサウンドデザインの適用
バドミントン競技では、用具購入時の動機
の一つとして打音の良さが挙げられます。
一般的に、競技者は高い音を好む傾向に
ありますが、音の高さだけでは好みとは完全に
一致せず、好まれる打音音質の把握が課題
となっていました。そこで、本研究ではバドミント
ンストリングを対象に主観評
価実験を行い「打音の好ま
しさ」を構成する音質と、その
音響物理量との関係につい
て検討しました。

① 「好ましさ」を構成する
音質の把握

音質推定モデルを製品設計へ活用することで、
打音のサウンドデザインが可能

• 収録した打音をヘッドホンから提示
し、主観評価実験を実施

• 打音の好ましさは、「美的感」「迫
力感」「響き感」の音質から構成さ
れることを把握

② 好ましい打音のストリ
ング設計に必要な音質
と音響物理量の対応を
把握

• 「美的感」「迫力感」「響き感」の音質と相関
の良い音響物理量を回帰分析により把握

• 回帰分析の結果から、それぞれの音質に対
する音質推定モデルが構築できた。
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図 物理量（打音の 次ピーク周波数）から
算出した美的感の推定値と実験値との相関
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従来技術に比べての優位性

今後の展開

特徴

研究成果に関する文献・資料

各種プラズマ装置に適用可能な
アルゴンプラズマの発光分光計測

半導体加工などで使われるプラズマの状態を、プラズマが発する光により計測す
る技術です。本研究では、圧力や生成原理の異なるプラズマ装置に対しても、適
用できる解析方法を開発しました。プラズマ処理装置の条件設定や装置設計への
応用が可能です。

⚫ 圧力（大気圧、減圧、 ）、生成原理（誘導結合、誘電
体バリア、 ）が異なる、各種プラズマ装置に対応

⚫ 個々のプラズマ装置に応じて、フィッテング式を自動算出
⚫ 測光系の構成が簡単
（持ち運び可、処理装置への組み込み可）

⚫

⚫ 山下雄也ほか：第 回応用物理学会春季学術講演会
講演予稿集， （

⚫ 山下雄也ほか：第 回応用物理学会秋季学術講演会
講演予稿集， （ ）

共同研究者 秋葉 拓也、岩永 敏秀、山岡 英彦、伊達 修一（都産技研）、赤塚 洋（東京工業大学）

光音技術グループ 山下 雄也

⚫ オーダーメード型技術支援（随時受付中）、共同研究
⚫ 他のガス種に対する、プラズマ計測への発展
⚫ プラズマ処理装置の特性把握、制御への応用
⚫ プラズマ処理のレシピ設定における参考指標としての活用

物理応用技術

研究員からのひとこと
プラズマ処理の最適化には、まずはプラズマの
状態を把握することが重要です。
プラズマ処理装置ユーザー・装置メーカーの
企業さまからのご相談をお待ちしております。

分分光光器器

受受光光部部

① 分光器で実測した発光スペクトル
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② 理論式から算出した発光スペクトル

フィッテング
解析 結果

電子温度、電子密度、電子エネルギー分布関数
プラズマそのものの
状態を表す指標

実験系例

プラズマ

測測光光系系

個々のプラズマ装置に応じて、
最適な輝線でフィット

解析の流れ
クリーニング、エッチング、成膜など

多種多様な用途のプラズマ装置を計測できる

低圧エッチング装置

大気圧
クリーニング装置→

プラズマを乱さず
非接触計測可能
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特徴

研究成果に関する文献・資料

可視光外領域における
ハイパースペクトルカメラの
分光放射輝度校正方法の確立

可視光外領域におけるハイパースペクトルカメラの出力値校正方法を開発しまし
た。分光放射照度計と輝度計を組み合わせて比較校正することにより、紫外や赤
外領域でも校正係数を導出することができ、定量的な測定が可能になりました。

⚫ 可視光だけでなく、紫外・赤外線領域における測定が可能
⚫ 相対量ではなく、分光放射輝度の絶対量を測定可能
⚫ 異なる機種間における測定結果の比較が可能

⚫ 秋葉 他：分光放射輝度値を付与したハイパースペクトルカ
メラの開発， 年度照明学会全国大会（ ）

⚫ 澁谷 他：

，
，

共同研究者 秋葉 拓也、岩永 敏秀（都産技研）、高良 洋平、野呂 直樹（エバ・ジャパン株式会社）

光音技術グループ 澁谷 孝幸

⚫ 赤外線領域に吸収を持つ試薬類の検出、成分量の定量
評価

⚫ 赤外線光源を用いた工業品や農作物の選別や異物検査
⚫ 試薬類の既存データベースを活用した成分検出 など

物理応用技術

研究員からのひとこと
この技術により、紫外・赤外領域でもハイパー
スペクトルカメラによる定量的な測定が可能に
なります。オーダーメード型技術支援や共同研
究でご利用可能ですので、ぜひご連絡ください。

■ハイパースペクトルカメラとは

・画素ごとに輝度スペクトルが取得可能
・出力値（分光放射輝度）を校正する必要有り

■従来方式による校正

■今回開発した方式による校正

校正済み分光放射輝度計との比較による校正波長域
一般的な分光放射輝度計の波長域である
可視光領域（ ）に限定される

分光放射照度計と輝度計を組み合わせて比較校正

分光放射照度計 輝度計
紫外から赤外領域における
相対的な校正係数の算出

相対的な校正係数
に絶対値を付与

■得られた校正係数スペクトル

・ハイパースペクトルカメラの感度波長域全域で
校正係数を導出可能に
・従来方式による校正係数との良い一致
・機種によらない校正方法
※弊センター保有のハイパースペクトルカメラの
感度波長域は から です。
紫外領域でも原理的に校正が可能です。

波長
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光
放
射
輝
度

従来技術に比べての優位性

今後の展開

300 400 500 600 700 800 900 1000

1

10

100

 今回開発した方式による校正係数
 従来方式による校正係数

校
正

係
数

波長（nm）

校正波長域
の拡大



－ 9 －

従来技術に比べての優位性

今後の展開

特徴

研究成果に関する文献・資料

亜酸化銅の複合化による
光触媒の高機能化
環境浄化・抗かびへの利用

亜酸化銅とルチル型酸化チタンを組み合わせ水中の有害な六価クロムを効率よく
回収できる光触媒を作製しました。この材料は酸化チタン単味の 倍の
還元速度を示します。また、主に亜酸化銅に由来する抗かび性を確認しました。

⚫ 単味では 還元反応にほぼ活性のない に
ついて、 との複合化により活性を向上させました。

⚫ 本材料は光電着法で作製しているため 上に が
細かく分散されており、機械混合で作製した複合体よりも
高活性です。

⚫

–

共同研究者 田中 真美、染川 正一 都産技研 、矢島 拓実、熊田 伸弘、武井 貴弘 山梨大学
本研究の一部は 科研費 により実施しました。

材料技術グループ 柳田 さやか

⚫ 異種材料の複合化による高活性な光触媒の作製と評価を
進めています

⚫ 銅イオンは銀イオンよりも優れた抗かび特性を持つことから、
銅化合物を用いた抗かび材料の試作と評価を行っています

マテリアル応用技術

研究員からのひとこと
酸化反応が注目されがちな光触媒ですが、
還元反応に適した材料設計も可能です。
無機材料の評価・開発に関するご相談を
お待ちしております。

CrO4
2− + 4H2O + 3e−→ Cr(OH)3↓ + 5OH−

◼光触媒の評価･･･複合体の構造と 除去特性 ◼応用展開･･･抗かび性試験

◼研究背景・・・光触媒還元反応による水中の六価クロム の除去

課題 単味の はほぼ 還元に活性がない
方針 他の光触媒と複合化することで反応を促進する

Po
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HE

各種の光触媒の中から還元力の強く毒性の小さい
亜酸化銅 光触媒に着目

図 各種の光触媒の価電子帯と伝導帯のエネルギー

金コア-
亜酸化銅シェル
粒子(Au@Cu2O)

ルチル型
酸化チタン
(TiO2)

固体として回収が可能光触媒から供給

キセノンランプ照射
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図 吸着と光触媒反応による の濃度変化

複合体 複合体
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従来技術に比べての優位性

今後の展開

特徴

セルロースと微生物産生ポリエステル の海水中生分解性
①季節性・生菌数との相関 ②試験条件の影響

月～ 月の海水で生分解性を比較しました。 養分添加の有無、撹拌の有無を変えて

東京湾海水を用いた微生物ポリエステル
の生分解性評価と試験条件の検討

海洋生分解性試験の支援メニュー化を目指して、国際規格を基に 法による
評価手法を構築しました。さらに、試験条件が生分解挙動に及ぼす影響を調べた
結果、養分添加の有無、撹拌の有無の影響が大きいことがわかりました。

⚫ 昨今ニーズが高まっている海洋生分解性材料の開発を
後押しすることができます。

⚫ 規格に沿った試験だけでなく、スクリーニングのための促進
試験など、目的に合わせて試験条件を選択するための基
礎データを取得することができました。

共同研究者 田中 真美、森久保 諭、濱野 智子、許 琛、成田 武文、白波瀬 朋子 都産技研
本研究の一部は、国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構 の委託事業により実施したものです。
研究の遂行にあたり多くのご助言をいただきました産業技術総合研究所の国岡正雄先生、中山 敦好先生に深く感謝申し上げます。
採水場所をご提供いただいた城南島海浜公園の皆さまに御礼申し上げます。

材料技術グループ 佐野 森

⚫ 実海洋試験とラボ試験の比較
⚫ 定量法による評価手法の構築

マテリアル応用技術

研究員からのひとこと
依頼試験として受託できるよう、ブラッシュアップ
を進めています。今後にご期待ください。

法による好気的生分解性試験の流れ
①試料組成から完全生分解時の理論 消費量 を算出
②試料を海水に投入し圧力計により 消費量をモニター

の消費に伴い圧力減少
③理論量に対する実際の 消費量から生分解度 を算出

図 測定の様子 左 と装置模式図 右

図 生分解度 と生菌数の月毎の推移
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今後の展開

特徴

研究成果に関する文献・資料

ポリマーブレンドの加水分解を利用した
高分子メソ多孔質体の創製

古くから行われているポリマーブレンドの技術を用いて、簡便に創製できる
高分子メソ多孔質体を開発しました。工業的に広く用いられている溶融
混練の技術を活かせる手法です。

⚫ 合成法や共重合体によるミクロ相分離では重要となる合成
のテクニックを用いずに、工業的に普及している溶融混練法
から高分子メソ多孔質体を創製

⚫ 従来のポリマーブレンドからはµmオーダーであった多孔質体
が オーダーで制御可能

⚫

⚫ 白波瀬朋子 赤坂修一 浅井茂雄
年繊維学会秋季研究発表会

共同研究者 浅井 茂雄、赤坂 修一（東工大） ※本研究は、科研費若手 の助成を受けて実施したものです。

材料技術グループ 白波瀬 朋子

⚫ 吸着材、分離剤、細孔内への担持など細孔を活かした
高機能化

⚫ 用途展開に向けた大面積化

マテリアル応用技術

研究員からのひとこと
オーダーの孔の用途をご検討の皆さま、

共同研究のご提案をお待ちしております。

図2 押出成形機
Labo plastomill 4C150
((株）東洋精機製作所製）

工業的に汎用な溶融混練法

ポリマーブレンド
の組成を変える
だけで最頻径が
制御可能

図3 窒素吸脱着測定のBJH法による
細孔径分布

図4 走査型電子顕微鏡による多孔質体の断面観察

相溶系ブレンドの
加水分解により

オーダーの
細孔を創製可能。

図1 ポリマーブレンドからの多孔質体創製イメージ図
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従来技術に比べての優位性

今後の展開

特徴

研究成果に関する文献・資料

めっきプロセスの
総合的な改善による
環境負荷低減

めっき工場から排出される環境規制物質の削減技術を開発しました。薬品使用量
の制御、薬品使用量の削減および排出される物質の処理を組み合わせ、規制物
質の排出量を最小化します。めっき工場の環境負荷低減とコスト削減を実現します。

工場の状況や目的に合わせた技術を提供
⚫ 濃度管理と制御の自動化が可能
⚫ 排水処理を阻害する薬品の使用量を削減可能
⚫ 従来よりも安価かつ低環境負荷でほう素を処理可能

⚫ 森久保他：めっき排水規制対応に向けたファインバブル前
処理技術，表面技術， ， ，
（ ）

共同研究者 安藤 恵理、西田 葵（都産技研）

プロセス技術グループ 田熊 保彦
森久保 諭
榎本 大佑

めっき業をはじめとする化学工場での実用化
⚫ 濃度推定技術の実工場での稼動と 化への応用
⚫ 洗浄技術の幅広い技術分野への展開
⚫ 吸着材の他物質処理への応用

特許出願中

マテリアル応用技術

研究員からのひとこと
これらの技術により、めっき工場の環境負荷低
減やコスト削減、 化などを実現できます。
技術の製品化や実環境での有用性確認のた
めの共同研究先を募集しています。

ほう素排水の処理技術

● 処理が困難なほう素を効果的に処
理できます。

● これまで廃棄されていたスラッジを有
効利用できます。

図 開発した吸着材と従来法の比較図２ 金属プレートに付着した油の洗浄結果

● さまざまな油に対して高い洗浄効果
が得られます。

● 排水処理を妨害する脱脂剤の使用
量を削減できます。

薬品を使用しない洗浄技術薬品濃度の推定技術

本開発による吸着材を使用してほう酸を処
理したときの環境負荷およびコストの比較。
従来法と比較し環境負荷を 、処理コス
トを に低減。

ファインバブル（ ）洗浄と水洗の比較。
を用いることで、どのような油でも脱脂剤

を使用せずに 以上除去。油の種類に
よっては 除去も可能。

ほう素を処理するための吸着材を開発し
ました。原料には亜鉛めっき排水から発
生するスラッジを使用しました。

排水処理を阻害する脱脂剤の使用量
を削減するため、脱脂剤を使用しない洗
浄技術を開発しました。

薬品濃度を管理し、制御するため、めっ
き工程や水洗工程に含まれる薬品の濃
度を推定する技術を開発しました。

めっき後に製品を洗浄する水洗工程に含ま
れる薬品濃度の実測値と推定値の比較。
工程に含まれる薬品の濃度実測値との誤
差± 程度で推定。

環境負荷の比較 処理コストの比較

図１ 水洗工程中の薬品濃度推定結果

● めっき工場のさまざまな工程に含ま
れる薬品の濃度を推定できます。

● 濃度管理の自動化や 化に応用
できます。

これらの技術を工場に合わせて組み合わせることで、環境負荷低減とコスト削減を実現できます。
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従来技術に比べての優位性

今後の展開

特徴
押

し付
け

荷
重

時間

摩
擦

力

時間

研究成果に関する文献・資料

超低摩擦現象におよぼす
慣性質量・装置剛性の影響

装置構造（慣性質量、剛性）の観点から、μ を下回る超低摩擦現象の
評価精度の向上、更なる低摩擦化を検討しました。評価装置より発生する振動を
低減させることにより、安定した低摩擦力評価を実現しました。

⚫ 摩擦現象の計測技術（見える化）
⚫ 摺動面の安定化
⚫ 摩擦係数 以下の安定した摩擦力評価

⚫ , et. al.,” The Run

Indenter”, Tribology online: 

⚫ 中島、齋藤、徳田：摩擦力測定精度向上のための慣性
質量の影響検討，潤滑経済， ， ，

（ ）

共同研究者 中島 昌一（ ）

プロセス技術グループ 齋藤 庸賀

マテリアル応用技術

研究員からのひとこと
この技術で摺動部品の低摩擦化が可能です。
“超摩擦”、“摩擦評価”に興味のある方は、
お気軽にお問い合わせください。

摩
擦

係
数

ボール試験片変動角 θ,

超低摩擦力評価への挑戦

試験装置の慣性力を低減し、
摺動面を安定化させることで、
摩擦力の安定した評価を実現！

エタノール雰囲気中で「触媒作用を持つジルコニア」と「 膜」を摩擦
⇒反応膜 トライボフィルム の形成により超低摩擦化 摩擦係数μ=0.01以下

摩擦試験装置の押し付け荷重方式、駆動機構、剛性調整
→摩擦係数をどこまで下げる 低摩擦力をどこまで評価する ことができるかを検討

図 慣性質量の影響 図 剛性の影響

装置構造が摺動時の振動に大きく影響

⚫ 軸受をはじめとした摺動部品への応用
⚫ 超低摩擦化現象のメカニズム解明に関する研究
⚫ 低慣性力の駆動形態を有する摩擦試験装置の開発

往復摺動におよぼす装置構造の影響

慣性質量（摩擦部品の重さ）大→
摩擦力方向振動が増大

垂直方向の剛性大→
押しつけ力変動幅が増大

超低摩擦現象におよぼす変動角の影響

摩擦係数が低下

摩擦力
ロードセル

ばね負荷

負荷荷重
ロードセル

DLC
ZrO2

図 超低摩擦現象へのボール試験片変動角の影響

変動角
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従来技術に比べての優位性

今後の展開

特徴

レオメータを活用した
工業用油脂の潤滑特性評価

レオメータにトライボセルを用いて、工業用油脂の摩擦特性をスライベック曲線で知
ることができます。境界・混合・流体潤滑における試料の摩擦特性を考察するため
に必要なせん断粘度や接触部のギャップも測定できます。

共同研究者 中村 健太、齋藤 庸賀、徳田 祐樹（都産技研）

プロセス技術グループ 成田 武文

⚫ 化学構造を意図的に調整した添加剤の摩擦特性評価
⚫ 流体潤滑に及ぼすテクスチャリングの効果の検証
⚫ 流体潤滑の添加剤とテクスチャリングの組み合わせ効果の検証

マテリアル応用技術

研究員からのひとこと
この測定技術で工業用油脂の摩擦特性の評
価が可能です。
お気軽にお問い合わせください。

エンジン油に使用される基油 に添加剤 を添加した試料の粘度と摩擦係数からス
トライベック曲線を作成し、摩擦特性を評価しました。 を添加することで、境界摩擦係
数の低減と流体潤滑領域を拡大できることがわかりました。

図 、 のせん断粘度

摩擦係数測定

添加剤の有無
により摩擦係
数が異なる

⚫ 潤滑特性に及ぼす添加剤の影響を流体潤滑から境界潤
滑の範囲まで調べられます。

⚫ さらに、高精度のせん断粘度の測定による現象の考察も加
えられます。

⚫ 広範囲のすべり速度における摩擦測定

流体潤滑から境界潤滑にかけての
添加剤の潤滑特性効果の評価が可能！

・粘度測定と摩擦測定で摩擦特性を評価できる
・ を添加することで，基油 よりも、トラ
イボロジー特性を向上させることができる

摩擦特性評価（軸受特性数で表すと）

粘度測定

添加剤効果に
より高温時の
粘度が上昇

せせんん断断速速度度 / s-1

1

10

100

1000

1 10 100 1000 10000

粘粘
度度

/ m
Pa
・

s

せせんん断断速速度度 /  s-1

PAO 40℃℃ PAO-PLMA 40℃℃
PAO 80℃℃ PAO-PLMA 80℃℃
PAO 150℃℃ PAO-PLMA 150℃℃

粘粘
度度

/m
Pa
・・

s

0.00

0.05

0.10

0.15

0.20

0.25

0.1 1 10 100 1000

摩摩
擦擦
係係
数数

/ -

すすべべりり速速度度 / mm/s

-20℃ 80℃ 150℃

図 の摩擦係数図 の摩擦係数

添加剤により流体潤滑を促進

流体潤滑モデル
流体膜形成

0.01

0.10

1.00

摩摩
擦擦
係係
数数

/ -

軸軸受受特特性性数数

PAO LMw境界潤滑モデル
物体は接触

0.01

0.10

1.00

摩摩
擦擦
係係
数数

/ -

軸軸受受特特性性数数

PAO LMw

〇 □添加剤により低摩擦化

図 スライベック曲線

レオロジー測定 トライボロジー測定
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気体や液体の可視化技術を
用いた取り組み

誘起蛍光法による流体の可視化装置と模擬揺動洗浄装置を作成し、
洗浄中の浮上油の挙動や洗浄品に付着した油を可視化しました。
研磨工程の空気中の微粒子挙動をシート光を用いて可視化しました。

⚫ 蛍光顕微鏡では不可能だった広範囲の蛍光観察が可能
⚫ 緑色シート光により微粒子挙動の鮮明な可視化が可能

⚫ 石田他：洗浄槽内における洗浄かご揺動に伴う浮上油
挙動の可視化，日本混相流学会，混相流シンポジウム

講演論文集（ ） 他

従来技術に比べての優位性

今後の展開

研究成果に関する文献・資料

プロセス技術グループ 石田 祐也

⚫ 流体を伴う生産プロセス分野での研究開発に活用できます。
⚫ オーダーメード技術支援などでの活用が期待できます。

特徴

マテリアル応用技術

研究員からのひとこと
空気や液体の挙動を可視化撮影し、画像
解析などを用いた開発につなげることができます。
気体や液体の流れに興味のある企業の皆さま、
共同研究や技術開発でご活用ください。

液体＋気体の可視化【蛍光観察】

図 液体＋気体の蛍光観察

揺動洗浄中の浮上油の影響を可視化しました。
洗浄かごのメッシュの選択で、洗浄品の表面に
付着する気泡の大きさや量が変わり、浮上油の
再付着量に影響することがわかりました。 図

観察部

洗浄中の気泡の発生 洗浄品に付着する気泡

図 微粒子＋気体のシート光観察

ワークレスト

粉塵除去装置
運転時

粉塵除去装置
停止時

微粒子の
吹き上げ

木片

図 機械研磨中の微粒子挙動の観察装置

微粒子 気体の可視化【シート光観察】
機械研磨中の微粒子の挙動を可視化しました。
粉塵除去装置の吸引により、ワークレスト近傍の
微粒子の挙動が変わり、停止時に吹上げられる
微粒子が低減できることがわかりました。 図 ，３
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従来技術に比べての優位性

今後の展開

特徴

研究成果に関する文献・資料

生体内環境を模倣した
培養基板を用いた
抗がん剤耐性評価系の開発

生体内の細胞周囲の環境を模倣したバイオミメティックな細胞培養用材料を開
発しました。従来のプラスチック細胞培養用材料よりも生体内に近い抗がん剤耐性
を誘導できます。より正確に生体内での抗がん剤の効果を見積もることができるため、
抗がん剤開発のための初期スクリーニング用材料として利用できます。

⚫ 化学的、物理的な手法では困難な生体内環境を模倣した
バイオミメティックな材料を作製可能

⚫ 薬剤スクリーニングだけでなく、作用機序の解析にも応用可
⚫ 異なる細胞を培養することで、異なる組織の生体内環境を
模倣した培養基板も作製可

⚫

⚫ 岸田晶夫、山岡哲二、干場隆志監修：「脱細胞化組織
の作製法と医療・バイオ応用」、シーエムシー出版

本研究は 科研費 他 、都産技研・基盤研究 年度 により実施されたものです。

バイオ技術グループ 干場 隆志

⚫ 創薬スクリーニングへの応用
⚫ 化成品などの安全性、有効性評価系の構築
⚫ 再生医療、組織工学分野への応用

マテリアル応用技術

研究員からのひとこと
脱細胞化マトリックス全般のご相談を受けてい
ます。また、細胞外マトリックスを用いた製品開
発だけでなく、再生医療およびその周辺分野に
関するご相談にも対応可能です。

脱細胞化によるバイオミメティックな培養基板の作製

がん細胞の抗がん剤耐性

作用機序解析例 薬物排出トランス
ポーターの遺伝子発現解析

作用機序解析例 ウェスタンブロット法に
よる生存シグナル活性解析

生体内に近い抗がん剤
耐性を発現

がんの悪性度に応じた
モデル化も可能
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従来技術に比べての優位性

今後の展開

特徴

研究成果に関する文献・資料

微生物を利用した
水素エネルギーキャリア製造方法

水素エネルギーのキャリアとして有用なメチルシクロヘキサン を、微生物を
利用して一段階で製造する電解セルを開発しました。水素エネルギー社会実現に
向け、新たな水素製造技術の確立へ第一歩を踏み出しました。

⚫ 微生物電解セルに、トルエンの電気化学的な水素化を
可能にする両連続マイクロエマルションを一体化

⚫ 再生可能な資源である微生物を利用して
水素キャリアが１段階で製造可能

⚫

共同研究者 小林 真大、小沼 ルミ、奥 優、田熊 保彦、木下 健司（都産技研）

バイオ技術グループ 田中 真美

特許出願中

マテリアル応用技術

研究員からのひとこと
本研究では反応プロセスを考案・開発し、
新たなエネルギー製造技術確立への
第一歩を踏み出しました。

⚫ 排水中の有機物処理と並行しての
水素エネルギーキャリアの製造も期待できます。

⚫ エネルギー製造技術の多様化に貢献します。

－

－

有機物

－

微生物

図 開発した 生成微生物電解セルの概略図

両連続ﾏｲｸﾛｴﾏﾙｼｮﾝ相

電

極

電

極

プ
ロ
ト
ン
伝
導
膜

図 電解中の様子

微生物活動を利用 両連続マイクロエマルション相でトルエンを電気化学的に水素化

再生可能な資源を用いて、水素キャリア（メチルシクロヘキサン）の一段階での製造を実現

トルエン水
素
化
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従来技術に比べての優位性

今後の展開

特徴

ヒト爪甲の物質浸透性に近似した
ケラチンベース爪甲モデルの開発

バイオ技術グループ 土屋和彦

特許出願中

マテリアル応用技術

共同研究者 永川 栄泰、柚木 俊二（都産技研）

研究員からのひとこと
エナメル、除光液や補修液などの爪化粧品に
対する損傷改善および補修効果を な
試験で迅速に評価できます。依頼試験のご相
談など、ご興味がございましたらぜひお問い合わ
せいただければ幸いです。

図 開発した爪甲モデル

オイルレッド
（脂溶性）

爪甲モデル ヒト爪甲
ローダミン
（水溶性）

図 ヒト爪甲および爪甲モデルの化合物浸透性
爪甲モデルのローダミン 浸透性、 ヒト爪甲のローダミン 浸透性
爪甲モデルのオイルレッド浸透性、 ヒト爪甲のオイルレッド浸透性

・水溶性と脂溶性物質の両方に浸透性を有し
かつ有効成分の加速的な浸透性評価が可能です。

・ヒト爪甲と同等の表面接触角を有し、除光液や補修剤
による撥水性や保護効果の評価が可能です。

図 ヒト爪甲及び爪甲モデルの撥水性

図 湿度による含水分量の変化
・ヒト爪甲に近似した含水分量を有し
保湿効果の評価に応用可能です。

⚫ 従来のケラチンフィルムでは困難であった脂溶性物質の浸透性
の評価を可能にした。

⚫ 爪甲モデルによる化粧品成分の接触角および浸透性評価から
ヒト爪甲に対する保湿効果等の有効性を容易に評価できる。

爪化粧品の保湿と保護効果を迅速に評価できる爪甲モデルを開発しました。
このモデルはヒト爪甲に近似した接触角と物質浸透性を有し爪化粧品の有効性
試験や成分の最適化に活用いただけます。

⚫ イメージング質量顕微鏡を用いた分子量による物質浸透性の分布
を可視化

⚫ 爪化粧品の保湿効果を物理的な評価で客観的に検証
⚫ 毛髪化粧料による損傷改善・補修効果が評価できる毛髪モデル
への応用展開

⇕

⇕

⇕

⇕

時間浸漬

分間浸漬 ７日間浸漬

時間浸漬

そうこう
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従来技術に比べての優位性

今後の展開

特徴

機械学習を用いた
デジタル回路設計手法の開発

本研究ではエッジデバイス向けの小規模 を対象として、機械学習を用いてデ
ジタル回路を設計する既存手法について調査し、新たな設計手法を開発および提
案します。本研究から新たな設計手法が確立され、エッジデバイスにおいて、人工知
能の諸分野に機械学習や深層学習が広く利用される一助となります。

⚫ デジタル回路の最適化手法や設計容易化手法の実用化を目指した機械学習を用いたデジタル回路設計手法を開発
⚫ ハードウェア記述言語を使わずに、論理回路の設計が可能に！！

技術グループ 岡部 忠

⚫ 研究結果から、より大きな回路や複雑な演算に対して開発
手法を適用し、開発手法の適用範囲を見極める。

⚫ 開発手法の更なる深化へ繋げることが今後の課題

情報システム技術

研究員からのひとこと
この技術でハードウェア記述言語を使わずに論
理回路の設計が可能です。
本研究開発に興味のある企業さまとの共同研
究を募集しています。

本研究開発の内容
• （ 、 値化ニューラルネットワーク：図１参照）の各 の出力

（二値（ ））に着目
⇒ 活性化関数を簡潔な回路に置換

• の基礎調査
⇒ 入力 の回路を解析

で ゲートと論理的に等価
⇒ が表現できるため、デジタル回路の基本セルが全て表現可

• としてプログラムを開発
⇒ ニューラルネットワークのパラメータとしてw0, w1 … の値を逐次変更し、設計対象と

なる回路入力x0, x1 …と入力に対して期待される回路出力 を教師データとして
学習を行い、パラメータのチューニングを続け最終的に パラメータw0, w1 …を 決定

⇒ 本開発手法により、任意の論理回路の設計が可能に（図２参照）

図１ のブロック図

図２ 開発手法と従来法（ハードウェア記述言語による設計）
を用いて設計した加算器のデータ処理速度の比較
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ウェルビーイング志向の
サービスデザイン

や の推進にあたっては生産性や効率だけでなく、ユーザーや従業員のウェル
ビーイングをいかに実現できるかが重要になります。この研究では、新しい活動をデ
ザインするときに、ウェルビーイングの観点をいかに組み込めるかを検討してきました。

⚫ 人間的・社会的な観点を考慮したデザインガイドの提供
⚫ 人々のウェルビーイングに上向きの変化をもたらす新サービス
の共創

⚫ 従業員のモチベーションや自律性を無視した 導入や
促進の抑制

⚫ 根本 ホ―： を物語るサービスデザイン，サー
ビス学会第 回国内大会（ ）

⚫ ：
，

（ ）

共同研究者 ホ― バック（東京工業大学）

技術グループ 根本 裕太郎

⚫ 共同研究：現実の変化を引き起こす協働的なアクション・リ
サーチを実施したい

⚫ 組織的な実践として根付かせる方法の体系化
⚫ デザイン事例の創出

情報システム技術

研究員からのひとこと
や に魅力を感じるが、現場の抵抗や技

術のダウンサイドが気になるなどでお悩みの方、
一緒にアクションを起こしませんか？

アウトカム：インタラクションにより生じる変化
• 一時的：その場で経験される心理的・身体的・社会的変化
（ポジティブな感情、自律性や有能さの実感）

• 持続的：その場を超えて残りつづける心理的・身体的・社会的
変化（知識・能力の会得、価値観の変容）

プロセス：インタラクション自体の性質
• 他律的：システムや提供者側の能力が強く発揮される
• 自律的：ユーザー自身の能力が強く発揮される

モデル：どのようにウェルビーイングに貢献するか？ デザインガイド：どのような方法で促進するか？

白雪姫型一時的

持続的

他律的 自律的

ランプの精型 人魚姫型

不思議の国の
アリス型

アアウウトトカカムム

ププロロセセスス

ウェルビーイング（ ）：人間のよい状態 善き生。心理的・身体的・社会的な側面から捉えられる。

デザイン
要素 Tips

対応しうるルート

白
雪
姫

ア
リ
ス

ラ
ン
プ
の
精

人
魚
姫

価値提案

ポジティブな体験 + +
不可逆な価値観の変化 - + +
多様な人のインクルー
ジョン + +

行動

共同生産的なインタラ
クション + + +

コミュニティにおける
利他行動 + +

資源の誤用や喪失 - -

ユーザー 個性や動機とコンセプ
トのマッチ + + + +

関係性 他者との共創的な関係 +/- + +

場 反構造的、非日常的な
場 + + +
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深層学習によるモーションキャプチャ
データの解析技術

モーションキャプチャデータやウェアラブルセンサデータのような多変量時系列データを
解析する新しい深層ニューラルネットワークおよびその学習方法を提案し、人物の行
動認識を可能としました。本技術は映像解析などにも利用できます。

⚫ 人物の行動認識が可能
⚫ 同時に複数種類の行動も認識可能
⚫ 数十～数百次元の多変量時系列データ解析が可能

⚫

⚫ 年増刊号

共同研究者 陳 実、出町 和之（東京大学） 研究の一部はJSPS科研費19K20310により実施しました。

技術グループ

⚫ 監視カメラ映像解析
⚫ モーションキャプチャデータ解析
⚫ ウェアラブルセンサデータ解析

特許出願中

情報システム技術

研究員からのひとこと
この技術で人物動作の解析が可能です。映像
解析やモーションキャプチャデータ解析にお役立
てください。

モーションキャプチャ

特徴抽出・正規化

提案する深層ニューラルネットワーク

動作データ

動作特徴量

行動の含まれる
期待値

映像データ

認識したい行動

行動の定義が多少曖昧でも

複数種類の行動も認識可能

行動
行動

行動

期待値

時間

特定動作の認識 通常動作からの
逸脱の検知
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都産技研での
搬送ロボットシステムの構築と評価

人追従ロボット、自律移動ロボットの搬送ロボットシステムを都産技研本部 に構
築し、安全性や機能などの評価を実施しました。運用を想定したリスクアセスメント
や模擬環境での機能検証を通して、得られた知見をご紹介します。

⚫ 搬送ロボットシステムのリスクアセスメント
⚫ レーザーセンサを使用した自動充電アプローチ
⚫ 人追従後に自動で返却される機能
⚫ 不整地を安定走行可能な 輪の車体構造と小型化

⚫ 益田他：都産技研研究報告， ， （ ）
⚫ 益田他：屋外用ロボットベース「 」の研究開発 ロボ
ティクスメカトロニクス講演会

⚫ 年 月号
⚫ 益田他：大型ロボットベース「トーラス」の開発と警備ロボット
「ペルセウスボット」への応用 第 回日本ロボット学会学術
講演会

共同研究者 中村 佳雅 （都産技研）

ロボット技術グループ 益田 俊樹

⚫ 遠隔操作、ロボットのセンサデータ転送評価
⚫ 複数の搬送ロボットの連携
⚫ 搬送システムの常設サービスへの活用
⚫ 物流倉庫、工場での活用

特許

情報システム技術

研究員からのひとこと
搬送ロボットのシステムを構築し評価しました。リ
スクアセスメントや自動充電機能、 輪の車体
構造など、興味のある企業さまとの共同研究・
事業化の相談をお待ちしています。

人追従ロボットの搬送システム

③任意の場所へ
人追従機能 手動操作

①ロボットをスマホなどで
呼び出す

②荷物を載せる

④ホーム地点へ
自動返却

⑤自動充電

〇リスクアセスメントの結果

〇模擬環境による評価

〇都産技研本部 での か月間の評価

人への危害リスク：
サービス停止リスク：
その他のリスク：
例 バンパーの故障
バッテリの低電圧
他のロボットとの衝突

自動充電の評価 分

人追従での走行評価 送電ステーションへのアプローチ評価

持続時間評価 分

低低減減前前 低低減減後後

0 0

31 0

217 96

1 153

リスクレベルの評価と低減



－ 23 －

従来技術に比べての優位性

今後の展開

特徴

研究成果に関する文献・資料

を用いた
環境変化検出による
環境地図の自動更新

自律移動ロボットが自己位置推定を行う際に課題となる未知物体と静的地図との
誤マッチングを防止する手法を開発しました。この技術により、移動体を含む未知環
境において位置ずれを抑制し、レイアウト変更に対応した自律移動が可能です。

⚫ 従来技術と比較して、移動物体を含む未知環境において
位置ずれを抑制

⚫ 初期地図からの環境変化部分を検出可能
⚫ 自律移動ロボット運用時の負担軽減が期待

⚫ 佐々木：動的混雑環境における案内ロボットの自己位置
推定 クロスミーティング 年

⚫ 中村：環境変動にロバストな自動位置復旧のための破綻
検出機能の開発 クロスミーティング 年

⚫ 中村：公共施設向け展示案内ロボット開発と自己位置推
定改善 第 回日本ロボット学会学術講演会 年

共同研究者 萩原 颯人（都産技研）

ロボット技術グループ 中村 佳雅

⚫ 案内・運搬・清掃・警備などの自律移動ロボットへの適用
⚫ カメラを用いた 次元地図の更新

情報システム技術

研究員からのひとこと
この技術を用いることでレイアウト変更が発生
する環境での自律移動が可能です。
本技術に興味のある企業さまとの共同研究・
事業化の相談をお待ちしています。

未知物体を１０個配置し環境変化検出の評価を行った
全ての未知物体を検出し、レイアウト変更に対応可能

工場や商業施設などではレイアウト変更が多く発生する
静的地図のみでは位置ずれが起こるため地図更新が必要

既存手法と比較し、未知環境において位置ずれを抑制

提案手法
・占有格子地図を用いた静的動的判定による移動体検出
・ による参照用点群の蓄積と環境変化判別
・常に初期地図を参照することで地図更新時の位置ずれを抑制
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技術を活用した物体認識による
細長物体への追従制御の検討

本研究の目的は、配管検査や吹付、手すり清掃作業などの速度向上です。移動用
ロボットベースにロボットアームが搭載されています。 と カメラを組合せ、ロボット
ベースが走行しながら、配管や手すりなどの細長い物体にアーム手先が追従します。

⚫ ロボットベースが走行しながら作業が可能
⚫ による画像認識結果と、 カメラで取得した

次元情報を組み合わせることで、細長い物体を認識
⚫ 細長い物体にする奥行き方向の位置誤差± 以下を
達成（ロボットベース速度 時）

⚫ 坂下和広 他：中小企業による移動サービスロボットの製品
化を容易にする 型ロボットベース，ロボット学会誌実用技
術紹介、 、 、 、

⚫ 佐々木智典 他：自律制御ロボットアームによるボタン押込
み操作、 クロスミーティング

共同研究者 中村 佳雅（都産技研）、山崎 芳昭（明星大学）

ロボット技術グループ 萩原 颯人

⚫ さらに早い速度に対応
⚫ ロボットベースとロボットアームの連携と協調
⚫ さらに広域な 次元情報を取得可能にさせ、
空間把握や 次元マップの構築に応用

情報システム技術

研究員からのひとこと
環境にある立体的な細長い物に追従しながら
走行できるロボットは、まだ世の中でも少ないと
思います。今後は、さらに速い速度に対応し、
実用レベルの完成度にしたいと思っています。

ロボットアーム走行ロボットベース以下のような作業の速度向上
・配管検査、非破壊検査
・鉄骨への耐火被膜吹付
・手すり清掃

ToFカメラ
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認識したパイプ範囲
手先のRGBカメラで取得した画像から

AIによってパイプを認識

画像認識結果と、ToFカメラで取得した
3次元情報からパイプ位置を推定

ROSを使用ToFカメラで
取得した点群
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●●

手先

ToFカメラ

速度|VY| = 42 [mm/sec]でロボットベースを
Y方向に直進させた時の追従結果

移動用ロボットベース
(対向2輪)

6自由度
ロボットアーム

RGBカメラ

ToFカメラ

ロボットの構成

Y

細長い物体にする奥行方向の位置誤差±10mm以下

ロボットと細長物体との間に
相対的な位置誤差が発生

による画像認識と カメラを使い、
手先と細長物体との誤差を修正

AI (DeepLab V3+)

アーム手先詳細
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英語シャドーイング学習用
仮想現実 システムの開発

機器を用いて、英語シャドーイング学習を行えるシステムを開発しました。
開発したシステムを利用して、アンケート調査を行い、 英語シャドーイングの普及
可能性などを調査しました。

⚫ 英語シャドーイングシステムの開発。
⚫ 空間で学習することで、集中力が高まる。
⚫ 英語能力が低くても、楽しんで英語学習が可能。

⚫ 現在のところ無し

通信技術グループ 大平 倫宏

⚫ 他の教育・学習システムへの応用
⚫ 技術継承が必要な産業分野への展開
⚫ 機器の軽量化・快適性の向上が必要

情報システム技術

研究員からのひとこと
このシステムで集中して、楽しく学習を行うこと
が可能です。
を利用した教育システムに興味のある企業

さまとの共同研究・事業化を募集しています。

図 作成したシステム 上 と
英語シャドーイング中の風景 下

図 アンケート結果の相関係数行列
映画 カサブランカ、映画 シェーン
学習の継続性 楽しさ には、難しさよりも、疲労度の
方が影響が大きいことなどが、見て取れる。
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自律型計測のための
走査型プローブ顕微鏡ソフトウェア・
コントローラの開発

自律型計測のための走査型プローブ顕微鏡 ソフトウェア・コントローラを
開発しました。自律型計測を可能するため、 との相性の良い を利用でき
る ソフトウェアを検討しました。この技術により高度な計測が可能となります。

⚫ 独自開発のソフトウェア・コントローラのため、これまでにない
効率的な探針走査が可能

⚫ を用いた自律型計測を導入可能

⚫

⚫ 年 月号

共同研究者 阿部 真之（大阪大学）、DIAO ZHUO（大阪大学）

通信技術グループ 上田 啓市

⚫ 自律型計測への応用
⚫ 高速な走査型プローブ顕微鏡の開発
⚫ に限らないさまざまな計測機の自動化・自律化への応
用

特許出願中

情報システム技術

研究員からのひとこと
この技術で の自律型計測が可能です。

装置開発に興味のある企業さまは共同
研究などご相談ください。

図 開発した ソフトウェア 図 計測したグラファイト 表面像

をベースとした ソフトウェア・
コントローラを開発しました。スクラッチ開発のため
さまざまな動作が可能となります。また、 との
インターフェースを有しており、自律型動作の実装が
可能です。

開発した ソフトウェアで大気中の
を計測しました。過去の研究で計測されている

像と同様の表面像が得られており、
正しく計測できていることがわかります。
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機械学習を⽤いた
近傍界からの遠⽅界推定⼿法の開発

近傍界強度と機械学習を用いて遠⽅界強度を推定する⼿法を開発しました。簡
易に測定可能な近傍界から誰でも遠方界を推定でき、放射エミッション試験前の
確認やノイズ対策効果確認への応用が期待できます。

⚫ 推定に使用するデータは近傍界強度分布だけであり、廉価
な設備で測定可能

⚫ 技術者の知見によらず、近傍界から遠方界を推定可能

⚫

通信技術グループ 滝沢 耕平

⚫ 廉価な放射エミッション評価への応用
⚫ 電波強度に関する他の試験への応用

研究員からのひとこと
この技術は廉価な放射エミッション評価への応
用が期待できます。 評価手法の開発にお
役立てください。

情報システム技術

従来技術に比べての優位性

今後の展開

共同研究者 渡部 雄太、藤原 康平（都産技研）

電
界
強
度

周波数

近傍界と遠方界

機械学習

fnf1 ・・・

➢ 放射エミッション試験は遠方界を測定します。
➢ 近傍界測定は放射エミッション試験と比較して簡易に測定可能です。
➢ 近傍界が強い場合でも、遠方界も強いとは限りません。

近傍界 遠⽅界

/𝟐𝟐𝝅𝝅0

推定器の作製

➢ 推定器には決定木を使用しました。
➢ 各周波数ごとに推定器を作製しました。

周波数

遠⽅界スペクトル

推定器
電磁界解析により訓練データを作製

事前に学習
近傍界

近傍界
近傍界 遠⽅界
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２．ヒートフローメータによる測定の原理
⚫ 一次元の熱拡散現象を再現
⚫ 試料表面の温度差、単位面積あたりの熱流密度、試料

厚さから熱伝導率λを算出します。

ヒートフローメータを用いた
定常法による熱伝導率測定

ヒートフローメータ（定常法）による熱伝導率測定の 型技術支援を開始しまし
た。これにより、都産技研でも試料の熱伝導率を直接測定することが可能です。断
熱材など比較的低い熱伝導率の測定に最適です。

⚫ これまで都産技研では試験できなかった、熱伝導率を直接
測定することが可能

⚫ 測定条件に関する知見

共同研究者 佐々木 正史、倉持 幸佑（都産技研）

実証試験技術グループ 西田 葵

⚫ 新たな治具を用いた、適応範囲拡大のための手法を検討
予定

技術開発支援

研究員からのひとこと
現在 型技術支援にて試験を受付中です。
固体材料の断熱性能評価に興味のある企業
さま、ぜひご相談をお待ちしています。
【装置設備ページ】

【装置概要】
◆ 型番： 社製

※JIS 準拠

【測定可能条件】
◆ 試料サイズ：Ｄ ×Ｗ ×Ｈ
◆ 熱伝導率： ・
◆ 温度条件： ℃～ ℃
◆ 測定圧力： ～
◆ 測定可能熱抵抗率≧ ・

【その他測定可能条件】
➢ 測定試料は、測定中に重量が変化しない条件

で、調湿を行い、養生することが必要です。
➢ 結露が起こる条件は避けて測定します。なお、

条件によっては、周囲湿度を下げて測定すること
も可能です。

➢ 定常状態を作り出すことが難しい試料（熱抵抗
率 ・ 以下の試料）は、他の測定
方法を検討する必要があります。

図 装置写真

加熱板

冷却板

試料 熱伝導率

熱流計

温度計

断熱

４．熱伝導率測定における参考
・
⇒熱絶縁材の熱抵抗及び熱伝導率の測定方法
―第 部：熱流計法 法

３．測定可能な試料厚み
標準板は、 （λ=0.033, 24℃ ）
を用いています。
精確な測定を行うためには、標準板と同程度の厚みと熱伝導
率を持つ試料の測定が望ましいです。
鉱物繊維系断熱材（λ=0.020の場合、厚さ ）
① 例えば、厚さ の試料は、測定の確度が落ちますが、

重ねて養生・測定し、外挿値を求めることも可能です。
② 厚さ の試料は、設置限界のため取り出し時に試料を

傷つける可能性がありますが、精度よく測定できます。
プラスチック成型品（λ=0.23の場合、厚さ ～）
① 例えば、熱伝導率 ・ 程度のプラスチックは、

厚さ 以上で測定が可能です。
② 標準板と熱伝導率の差が大きいため、試料厚さ ｍｍ程度

から確度が低下する傾向にあります。精度の良い測定は可能で
すので、試料同士の比較などに使えます。

１．装置の概要と測定条件

図 概略図
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研究成果に関する文献・資料

低締付トルク時における
整形外科用インプラントの
疲労強度に関する研究

本研究の目的は、締付トルクの低下に伴う整形外科用インプラントの疲労強度の
低下を引き起こす要因を明らかにすることです。この目的を達成するために、本研究
ではインプラント形状を模した試験片に対して疲労試験を行いました。その結果、座
面摩擦や軸力が疲労強度に影響を及ぼしていることがわかりました。

⚫ 締結において、締め付けられる側の疲労強度に関する研究
⚫ 被締結体疲労強度に対する締付条件の影響を検討
⚫ 被締結体疲労強度は、軸力と座面摩擦係数が関係する
座面摩擦力により影響を受けていることを確認

⚫ 鈴木悠矢 他：精密工学会学術講演会講演論文集，
巻， （ ）

実証試験技術グループ 鈴木 悠矢

⚫ プレートの疲労強度を向上させる締結部材の開発
⚫ 疲労破壊しにくいプレートの開発

技術開発支援

研究員からのひとこと
インプラントの高耐久化に関する研究です。
ご興味ある方はぜひご連絡ください。

➢ 背景・内容 ➢ 結果
整形外科用インプラントは人体内に取り付ける医療器具であり、
その破壊は患者の生命にかかわる事故となり得ます。また、ねじ締
結体の疲労強度については古くから研究が行われておりますが、被
締結体の疲労強度についてはあまり研究されてきませんでした。この
ような観点から、被締結体の疲労強度に対する締結条件の影響
を明らかにすることは極めて重要です。
そこで本研究では、インプラントを模擬した試験片に対して疲労
試験を行い、被締結体疲労強度に対する締結条件の影響につい
て調査しました。締結条件については、締付トルクを変化させた他、
接着剤塗布の有無により座面の摩擦状況も変化させました。
試験では、疲労試験機を用いて、 の六角穴付きボルトと六角
ナットで締結された試験片に対して表 の条件で繰返し引張荷重
を加えました。図 に試験状況を示します。

疲労試験の結果、締付トルクの増加や接着剤の塗布により、破壊
までの繰返し数が増えることがわかりました。（図 参照
同じ摩擦状態の時の締付トルクの増加は軸力の増加を意味し、
同じ締付トルクの時の接着剤塗布は摩擦係数の増加を意味します。
したがって、被締結体の疲労強度は、軸力と座面摩擦係数が関係
する座面摩擦力により影響を受けているということがわかりました。

入力波形 正弦波

周波数

最大応力

最小応力

最大繰返し数 万回

表 試験条件

図 試験状況

荷重方向試験片

図 締付トルクと破壊までの繰返し数の関係
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製品の強度試験における事例集

研究成果に関する文献・資料

・試験品の固定方法で分類した事例集を整備しました。
・試験機の仕様書整備、試験治具の電子化に取り組みました。
・今後 サイトで公開を予定していますのでご利用ください。

⚫ 対面での相談に頼っていた現物情報の電子化により
非対面サービス機能の向上

共同研究者 小船諭史 村上祐一、田中 陽（都産技研）

実証試験技術グループ 新垣 翔

研究員からのひとこと
強度試験は製品の形状、寸法、材質などによ
り試験方法はさまざまです。試験計画の際に
事例集をご活用ください。

過去 件の試験事例を分析し試験品の固定方法で事例を分類しました。例えば引張試験であれば図 の パターンで主要な試験は対応できます。
〇過去の試験事例の分析

〇事例集および試験機仕様、試験治具仕様

従来技術に比べての優位性

図 引張試験における試験品の固定方法

図 にベルトスリングの引張試験 ピン固定 の事例を示します。
図 、表 にチャック治具 図 中Ⓐ 、図 、表 にピン固定治具 図 中Ⓑ の図面および仕様を示します。

図 ベルトスリングの引張試験 ピン固定 の事例

図 チャック治具 歯が開閉

図 ピン固定治具

Ⓐ

Ⓑ
歯

⚫ で掲載中の試験事例の充実
⚫ 試験機の仕様書を で公開予定
⚫ 試験治具の データを で公開予定

モデルA：チャック固定 モデルB：U字フック固定 モデルC：ピン固定 モデルD：ボルト固定 モデルE：フランジ固定 モデルE：クランプ固定

チャック
試験体 試験体 試験体 試験体

治具

ボルト

U字フック ピン

ボルト

試験体 試験体
ボルト

ステップ
クランプ

定盤

試験内容
表 に試験内容を示す。 表 試験内容

試験品 図 、図 参照

試験機 万能試験機 容量 株 島津製作所 ）

試験速度

備考 ピン治具を介して引張荷重を加えた

図1 試験品 図2 試験品設置状況
2. 試験結果

図3に試験後の様子、図4に荷重ーストローク線図を示す。

0
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70
80

0 50 100 150 200

荷
重
(k
N
)

ストローク(mm)
図3 試験後の様子 図4 荷重－ストローク線図

平 板

厚さ ～

幅 ～

長さ ～

丸 棒
直径 Φ4～

長さ ～

表 都産技研で使用できるピンの直径と仕様

ピン径 、 、 、 、 、
、 、 、 、
、 、

材質

硬さ

表１ 把持可能寸法

ピン径

⚫ 事例集掲載 アドレス

技術開発支援
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研究成果に関する文献・資料

電気・温度分野における に関する取組み
「審査に向けた課題解決方法」

都産技研では、電気、温度、長さ区分において 登録認定を取得しております。
取得から 年間維持を続けてきた中で審査機関からの指摘や技術向上のための
改善活動を進めてきた経験を活かし、今後オーダーメード型技術支援による測定
技術の向上、不確かさ評価方法、 取得に関する支援を実施していきます。

型技術支援用いた 取得へ向けたアドバイス
例１：各機関のセミナーなどで実施される内容より、事業所が
抱える個別の詳細案件に関して具体的に対応可能
例２：現地に訪問して、手順の確認や記録の適切な管理など
コメントが可能

⚫ 年月 号

実証試験技術グループ 佐々木 正史 倉持 幸佑

⚫ 取得範囲拡大による支援区分の拡張
⚫ 指示計器、マルチメータの電圧電流校正の 取得
⚫ 熱電対校正の校正測定能力の向上

技術開発支援

研究員からのひとこと
中立機関である利点を活かして通常の技術
相談に加え、より詳細な内容に関しては、
型技術支援を利用した品質マネジメントの構
築から、不確かさ評価方法などの支援が可能
です。

・独自の評価方法を用いた場合の妥当性について
独自手法を用いた場合は、その結果を事前に検証し、技能試験

などで妥当性を客観的に示しておく必要があります。

・周辺装置の管理について
測定を補助する周辺機器は、必要に応じて定期的に校正や動

作の点検を行い、目標とする測定校正能力を発揮できるように管
理することが重要です。

・試験品の形状差による影響について
同じ雰囲気下においても温度計の形状が違うことにより熱容量の差

があるため、応答性の違いや熱流の影響に対する対策が必要です。

・温度安定の妥当性について
電気炉や恒温槽を用いて温度安定を実現する場合、熱源と周囲温

度がバランスを取るまでに時間を要します。また標準器と試験品の形状
も等しくないため同一の温度であることを確認する手法が必要です。

図 熱電対自動校正装置 図 抵抗測定自動校正装置
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長さ分野における に関する取組み
「認定取得のノウハウと活用事例」

都産技研では、 に基づいた品質システムを構築し、それにのっとった
依頼試験業務を運営しています。長さ分野では、日本で唯一、三次元座標測定機
を参照標準とした を取得するなど、オリジナルの技術を保有しています。

共同研究者 中西 正一（都産技研）

実証試験技術グループ 三浦 由佳

⚫ で「平面度」「直径」「真球 円 度」に不確かさをつけ
られるようになります。 年度認定取得予定

⚫ お客さまの工場に直接伺い、 に関するコンサルタントを
行います。 オーダーメード型技術支援

技術開発支援

研究員からのひとこと
を活用することで、自社製品の品質保

証や貿易促進に役立ちます。 認定取得
を検討中、または、活用方法が分からない企
業さまのお問い合わせをお待ちしています。

研究成果に関する文献・資料
⚫

⚫

⚫ 年 月号

⚫ 「日本で唯一」座標測定機を参照標準とした を取得
しています。 ① ② ③ ④・・・

面 点距離
中心間距離

リングゲージ

都産技研における 関連の取組み

認定取得を考えている企業さまへ で海外展開を考えている企業さまへ

一次元寸法
測定器

ノギス，マイクロメータ，ダイヤルゲージ，てこ式ダイヤルゲージ，シリンダゲージ，デプスゲージ，ハイトゲージ，
ダイヤルゲージ校正器，伸び計校正器，ブロックゲージ
都産技研オリジナル 各種長さ測定用校正器で測定面が平面であるもの，リングゲージ，プラグゲージ

形状測定器 都産技研オリジナル 座標測定器用ゲージ

都産技研で 対応している一般計測機器 長さ

計量法校正事業者登録制度 概要

中小企業の製品・技術開発、新事業展開を支える技術支援として、 年度までに全 種類を取得しています。

とは、計量法標準供給制度と校正事業者認定制度からなる制度です。都産技研は、 認定事業者であり、
お客さまの計測器の校正を実施し、 付き 認定シンボルの入った校正証明書を発行することができます。

お客さまの製品、 校正していますか？
⚫ 製造している計測器が 対象機器の場合

お手持ちの計測器、 校正していますか？
⚫ に認証登録している企業との取引では、
生産に使用する計測器に、国家計量標準にトレーサ
ブルな 校正が必要とされます。

いずれの場合も、都産技研がお客さまの工場に
伺い認定取得を支援します。

⚫ 製造している計測器が 対象機器以外の場合

都産技研では、さまざまな計測器の ロゴ付
きの校正証明書 英文可 を発行できます。
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研究成果に関する文献・資料

局在表面プラズモン共鳴
チップのナノインプリントによる
作製方法とセンサへの応用

ナノサイズの微細な構造を安価に量産することが可能なナノインプリントを用いた、局
在表面プラズモン共鳴（ ）を生じる金属ナノパターンの作製方法や、
センサへの応用例をご紹介します。

⚫ 合成した金属ナノ粒子を基板に塗布する方法や、ナノスフィ
アリソグラフィーでは難しい、様々な金属ナノパターンをデザイ
ン通りに作製可能

⚫ 電子線描画リソグラフィーよりも短時間かつ安価に金属ナノ
パターンを量産可能

⚫

–
⚫

共同研究者 紋川 亮、月精 智子、永田 晃基、伊達 修一、奥 優（都産技研）

計測分析技術グループ 瀧本 悠貴

⚫ ガスセンサやバイオセンサへの応用
⚫ 金属ナノパターン基板の製品化（技術移転）
⚫ センサを用いた 分野への貢献

特開

技術開発支援

研究員からのひとこと
金属ナノパターンは安価に量産できるようになり、
さまざまなものを検出可能な小型センサに応用
できます。ご興味のある企業さまからのご相談を
お待ちしています。

図 ナノインプリントによる金属ナノパターン作製方法とセンサへの応用例

局在表面プラズモン共鳴（ ）とは？
ナノサイズの金属構造体表面の電子が光によって
集団振動する現象
⇒特定の波長の光を吸収・散乱し、その波長は
金属の種類、サイズ、配列などによって変化します。
ウイルスやガスなどが、金属構造体に接近したり付
着しても吸収波長が変化します。

バイオセンサやガスセンサとして応用が可能

チップの代表的な作成方法
合成した金属ナノ粒子を基板に塗布する方法
ナノスフィアリソグラフィー
電子線描画リソグラフィー
ナノインプリントリソグラフィー

本発表では、都産技研におけるナノインプリントリソ
グラフィーによる金属ナノパターンの作製方法とセン
サへの応用例を紹介します。
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線 スキャンの優位性

今後の展開

特徴

本案件に関する文献・資料

線 スキャンで見えるもの、見えない
もの： スキャンの解説と活用、保有
設備の紹介

線 スキャンでは、物体の内部を非破壊で観察することができます。
内部断層画像の観察による不良解析や組立部品の状態確認をはじめ、ボイド・異
物解析、肉厚測定や寸法測定、 データ出力を行うことができます。

⚫ サンプルを破壊せず、そのまま非破壊で観察
⚫ 内部観察ができる数少ない装置
⚫ 研磨→写真撮影を繰り返す断層観察に比べ、時間の大幅
短縮が可能。 枚以上の断層画像出力も可能

⚫ 年 月号 「 線 装置」
⚫ 年度版技術シーズ集 「 線 装置を用いた寸法
測定評価」

計測分析技術グループ 竹澤 勉

⚫ 画像解析による不良解析や品質管理への適応
⚫ 解析データの見やすさ・表現力の向上に向けた可視化

技術開発支援

研究員からのひとこと
対象物を非破壊で観察できるのが最大の魅
力になります。とはいえ、観察上の制限がありま
すので、ちょっとした疑問でもご質問（技術相
談）ください。お待ちしています。

⚫ 線 スキャンの活用例（自動車のスマートキー）

スマートキー
画像

組立品の状態確認
（ツメのかみ合わせ）

化、データ出力 肉厚解析 ボイド解析（樹脂部分）

スキャン
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従来技術に比べての優位性

特徴

酸化スズ系透明導電膜の
新規パターニング技術の開発

酸化スズ系透明導電膜は、 と比べて希少元素を含まず、耐薬品性に優れる
特長を有しますが、ウェットプロセスでのパターニングが困難です。本研究では酸化ス
ズ系透明導電膜のウェットプロセスによるパターニング技術を新たに開発しました。

⚫ これまで困難だった、酸化スズ系透明導電膜におけるウェット
プロセスでのパターニングを実現

⚫ 従来パターニングに用いられていたレーザー加工よりも安価か
つ高スループット

⚫ 従来パターニングに用いられていたサンドブラストと違い、基
板に傷が入らないため、製品出荷後の不良を抑制可能

共同研究者 森河 和雄、並木 宏允、宮下 惟人（都産技研）

計測分析技術グループ 小川 大輔

⚫ 酸化スズ系透明導電膜を用いた製品の製造コストダウン
⚫ パターニング装置の開発
⚫ の酸化スズ系透明導電膜への代替推進

特許出願中

技術開発支援

研究員からのひとこと
この技術で酸化スズ系透明導電膜のウェットプ
ロセスによるパターニングが可能です。 代替
透明導電膜の実用化・加工コストダウンに興
味のある企業さまからの共同研究・事業化の
ご相談をお待ちしております。

今後の展開

透明導電膜 ITO（In2O3-SnO2） SnO2系

特性 ◎ ○（一部の分野で実用化）

原料価格 ×（インジウムを含む） ○

耐候性・耐薬品性 × ○（ETC、屋外監視カメラ、成膜装置窓など）

ウェットエッチングの容易さ ○（エッチング液市販） ×（困難）

パターニングの容易さ ○ ×（高価なレーザー加工、割れが懸念されるサンドブラストなど）

直直流流安安定定化化電電源源

炭素電極 基板SnO2膜マスク

50wt%グルコ
ン酸水溶液

例 で 分処理
○膜の還元

SnO2膜に電圧を印可すると、SnO2はグルコン酸/SnO2膜
界面から膜内に向かいSnに還元される。

○膜の除去
Snに還元された部分は酸・塩基での溶解や、キレート剤
を含む水溶液中での電圧印加で除去可能。

ガラス基板

膜

ガラス基板

膜
μm

図 開発したパターニング技術の概略図

図 処理後の写真 図 処理後の写真
（エッジ部拡大）

開発したパターニング技術の概要
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従来技術に比べての優位性

今後の展開

特徴

スギ突板とグルコマンナンのストロー

研究成果に関する文献・資料

％天然素材でできたストローの開発

世界各地でプラスチックストローの問題が取り上げられています。そこで衛
生面、安全面、環境負荷を考慮し、合成接着剤などを一切使用しない

％天然素材でできたシングルユースストローを研究開発しました。

⚫ ％天然素材（スギ・グルコマンナン・貝殻焼成カルシウム）
⚫ ％日本国産（東京檜原村産・群馬県産）
⚫ ℃の耐熱性

⚫ 年 月号

共同研究者：藤巻 康人、福原 悠太、横山 俊幸、櫻庭 健一郎、
樋口 智寛（都産技研）

製品化技術グループ 酒井 日出子

⚫ ストロー以外のカトラリー、皿などのテーブルウェアーや、
インテリア用品、玩具などへの展開を期待しています。

特許出願中

技術開発支援

研究員からのひとこと
％天然素材を用いたストローは、紙、繊

維においても研究開発を行いました。ストロー
以外の食器などのテーブルウェアー、インテリア
商品、玩具などにも、この研究成果が活かさ
れることを期待し、共同開発・製品化を進め
ていただく企業を募集しています。

年欧州委員会は、「特定プラスチック製品の環境
負荷低減に関する指令」を策定し、 年までに
市場全体における食器、カトラリー、ストロー、風船の柄、
綿棒などのシングルユース（使い捨て）プラスチック製品・
容器包装を禁止するとしています。
都産技研では、プラスチックストローが世界的にシングル
ユースプラスチックの象徴として扱われていることをふまえ、
プラスチック代替素材を活用した開発・普及プロジェクトの
中で、 ％天然素材でできたストローの研究開発を

年度・ 年度に行いました。
研究を行うにあたり つの達成目標を挙げました。

① 全て天然素材でできていること
② バインダーは食品にも使用されているものを使う
③ ストローとしての機能を有すること
④ 水に含侵させた際、 時間以上形状維持すること
⑤ 度以上耐えうること
⑥ 食への安全（第三者機関による衛生試験の実施）

本研究では 種類の ％天然素材でできたストロー
の研究開発を行いました。今回は、スギ突板とグルコマン
ナンでできたストローについてご紹介します。

① 全て天然素材 ⇒ スギ突板とグルコマンナン粉
② バインダーは食品にも使用 ⇒ 使用されている
③ ストローとしての機能を有すること ⇒ 有する
④ 水に含侵 時間以上形状維持 ⇒ 時間以上
⑤ 度以上耐えうること ⇒ 耐熱温度 ℃
⑥ 第三者機関の衛生試験 ⇒ 合格
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従来技術に比べての優位性

今後の展開

特徴

研究成果に関する文献・資料

二酸化炭素で固める
低炭素材料の製品化支援

クスノキ石灰株式会社の二酸化炭素で固める特殊石灰の事業化を支援しました。
常温硬化により、 （ライフサイクルアセスメント）計算では二酸化炭素排出量
が従来の陶磁器に比べて７０％削減という特徴を活かした製品開発を行いました。

⚫ 新しい材料を活用した試作製品で、わかりやすく技術
⚫ 低炭素、低エネルギー製造品の量産化、製品化を実現
⚫ 従来の陶磁器と比較して二酸化炭素排出を７０％低減
（支援企業クスノキ石灰株式会社の特許を基に事業化）

⚫ プレスリリース：事業共創に向けた協働６社を決定

⚫ 三菱 技術育成財団２０１９年度研究助成一覧

⚫ 年 月号、裏表紙

本資料には、特許などの知財に関する内容、データは記載されておりません。「二酸化炭素で固まる石灰」は、クスノキ石灰株式会社の特許技術です。

製品化技術グループ 森 豊史

⚫ 安定した大量生産技術、製品応用技術の確立
⚫ 事業化のための最終製品、生産プロセスの開発を支援
⚫ 製造エネルギー低減により、産業の持続性向上が期待できる。

技術開発支援

研究員からのひとこと
新しい技術・材料の事業化の促進が可能です。
新技術による市場開拓、新事業開発に興味
のある企業さまの製品開発を支援します。

中小企業の優れた技術の製品化・事業化を支援

支援内容
・最新の技術情報の提供
・製品開発の技術相談
・受託研究、依頼試験
・オーダーメード型開発支援
（試作設計、デザイン開発）
・機器利用による試作支援

わかりやすい説明資料の作成も支援（プレゼンテーション資料のデザイン）

名古屋ウィメンズマラソン公式
ノベルティに採用されました。

図 新材料を実感できるデモ用として、アロマストーンを開発 図 量産パッケージのデザイン開発も支援 図 ２ヶ月の短期間で量産化
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従来技術に比べての優位性

今後の展開

特徴

研究成果に関する文献・資料

樹脂 とめっきを組み合わせた
導波管部品の作製

樹脂 （いわゆる プリンター）とめっきを組み合わせることで、軽量かつ低コスト
な導波管部品を作製することが可能です。作製した導波管部品は、金属製の導
波管部品と同等性能を実現できており、試作、小ロット生産において有効な製造
手段となります。

⚫ 分割設計により、電気めっきが採用でき、平滑面が得られる。
⚫ 従来よりも、低コストで導波管部品を作製できる。
⚫ 既存の金属製導波管部品よりも軽い。
⚫ 伝送特性は金属製導波管と同程度を実現。

⚫ 年 月号
⚫ 藤原他：

共同研究者 藤原 康平、渡部 雄太、滝沢 耕平、桑原 聡士、竹村 昌太（都産技研）

製品化技術グループ 小林 隆一

⚫ 軽量な導波回路の設計製造
⚫ アンテナなどへの展開
⚫ ローカル への応用

特許出願中

技術開発支援

研究員からのひとこと
樹脂 とめっきを組み合わせることで手軽に
導波管部品を製造できます。
導波管部品に興味のある企業さまとの共同研
究を希望しています。

図 設計した導波管
の データ

図 樹脂粉末床溶融結合で造形後に電気銅
めっきを実施（左）
ねじ締結で組立てて完成（右）

図 市販の金属製導波管と組み立てた導波管
の伝送損失はほぼ同等

組立式導波管の作製

バンドパスフィルターの作製

図 設計したフィルターの
データ（半分）

構造付与
図 組立式導波管と同様の方法で
作製したフィルター（左）
同等形状をアルミ切削で作製した
フィルター（右）

図 プリント＋めっきでも切削品と同等のフィル
ター性能を発揮することを確認した
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従来技術に比べての優位性

今後の展開

特徴

単調な環境は
自己位置推定
が失敗しやすい

研究成果に関する文献・資料

による自律移動用地図の
特徴抽出

自律移動ロボットが使う地図に対して、特徴的な形状の場所を自動的に重み付け
する手法を開発しました。本地図を使えば、ロボットの計算処理能力やハードウェア
を追加することなく、自己位置推定の精度を向上させることが可能です。

⚫ 事前に地図データを修正するだけで自己位置推定の精度
が向上

⚫ さまざまな自己位置推定アルゴリズムと容易に組合せ可能

⚫ 吉村 他：

， ， ，
（ ）

共同研究者 丸田 一郎、藤本 健治（京都大学）、佐藤 研、小林 祐介（都産技研）

城東支所 吉村 僚太

⚫ 自律監視ロボットや搬送ロボットなどへの展開
⚫ 中小企業との共同研究

特開

地域技術支援

研究員からのひとこと
この技術で、ロボット自体のコストを上げること
なく性能向上させることが可能です。自律移動
に興味のある企業さまとの共同研究を希望しま
す。

図 自律移動シミュレーションを 周分行った時の自己位置推定の誤差
左：従来地図（図 左）を使用した場合、右：本研究の地図（図 右）を使用した場合

図 従来の自己位置推定用地図（左）と本研究の手法により生成した地図（右）

図 環境の地図

自律移動ロボットは、センサデータと地図とを照合すること
で自身の位置を推定することが可能です。しかし、細長い
通路など単調な環境での推定は苦手としていました。
本研究の手法を用いると、地図において、単調な環境の
中にある特徴的な形状の場所を自動的に重み付けする
ことが可能です。重み付けされた地図を使うことで、自己
位置推定の誤差を低減できます。

本研究で開発した
特徴抽出手法

特徴的な形状の
場所を重み付け
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従来技術に比べての優位性

今後の展開

特徴

伝統工芸品江戸べっ甲の
べっ甲端材を有効活用するための
デザイン支援

東京都指定伝統工芸の「江戸べっ甲」を作る東京都べっ甲組合連合会より、貴重
なべっ甲材料を有効活用するための技術開発依頼を受けて、 年間にわたり開発
してきた様々な新商品を紹介します。

⚫ 捨ててしまうべっ甲端材の有効活用方法
⚫ 新たなべっ甲製品の提案による産業の活性化
⚫ 切削モデリングマシーンや 次元 など新たな技術を伝統
産業に活用することにより新たな商品、価値を創造

城東支所 上野 明也

⚫ 従来の伝統産業の技術への本研究成果の活用
⚫ 新商品の発売、事業化
⚫ べっ甲業界と他業界とのコラボレーション

特許第 号
実用新案登録第 号
実用新案登録第 号

意匠登録第 号
意匠登録第 号
意匠登録第 号

地域技術支援

研究員からのひとこと
デザインを活用することにより自社技術を活用
した新商品の開発が可能となります。
そして、新しい商品から新しい生活を提案する
こともデザインの重要な役割です。コロナ禍での
商品開発にも前向きに取り組んでいます。

東京都の伝統工芸品に指定されている「べっ甲細工」の原材料であるタイマイはワシントン条約により平成４
年 月 日をもって輸入禁止となり、都内べっ甲産業関連企業は原材料確保の道が閉ざされ、経営が厳
しい状況になっています。そのため、原材料とべっ甲の端材の利用技術を早急に進めることにより、我が国の歴
史文化において重要性を持つべっ甲製品 ・技術の継承を図る必要があります。本研究は貴重なべっ甲材料
を有効に利用するための技術開発研究として実施したものです。

研究では技術開発にとどまらず、その技術を活用したプロダクトデザインを実施しました。様々な新商品を毎年
テーマを決めて開発してきました。本研究にて開発した技術および新商品を年度ごとに紹介します。

研究成果に関する文献・資料
⚫ 上野明也：研究成果発表会要旨， （ ）
⚫ 年 月号
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従来技術に比べての優位性

今後の展開

特徴

研究成果に関する文献・資料

ポリアセタール樹脂（ ）
の塗装に適した前処理の開発

の塗装に適した前処理方法を開発しました。 にフィルムをレー
ザ溶着させた複合材料とすることで、実用レベルの塗膜の付着性が得ら
れました。 の加飾展開することができるようになりました。

⚫ 薬品を扱わないため作業安全性は高く、環境負荷を低減し
安定した前処理が可能

⚫ 汎用の塗料を用いた塗装製品の作製が可能

共同研究者 陸井 史子、安藤 恵理、小金井 誠司（都産技研）

城東支所 小野澤 明良

⚫ の加飾製品への展開
⚫ 塗装前処理技術の向上

特許出願中

地域技術支援

研究員からのひとこと
この技術で の加飾展開が可能です。

は金属代替材料として注目されており、
今後、市場規模の拡大が見込めるので興味
ある企業さまとの共同研究を希望します。

の塗装による意匠付与の需要が増加しており、難付着プラスチックのため前処理工程が重要です。前
処理方法として、機械的処理、化学処理、表面改質処理が用いられていますが、以下の課題があります。
①機械的処理→研磨ムラが発生および形状によっては困難
②化学処理→クロム酸などの劇物の廃液処理、環境負荷
③表面改質処理→処理ムラの発生。処理後、すぐに塗装しないと付着不良になる。

レーザ溶着技術を前処理方法として着目しました。レーザの出力、速度条件、エネルギー値により実用
レベルの塗膜の付着性が得られることがわかりました。

表 複合材料の作製条件と塗膜の付着性結果（一例）

フィルム レーザ照射 フィルム

一体化（複合材料）

塗膜
フィルム

塗装

レーザ出力（W） 2.7 2.1 1.4
速度（mm/min） 3500 2750 1800
エネルギー（J/mm2）

分類3 分類2 分類0

フィルム：PET、塗料：ポリエステル樹脂系

複合材料の
作製条件

0.47

塗膜の付着性
（クロスカット試験結果）

クロスカット試験（良：分類0← →悪：分類5）
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生活環境下における
不快臭に寄与する臭気成分の探索

ヒトが不快と感じる臭気成分は、微量でも敏感に感知できる成分が多いため、成分
の特定には分析手法の工夫が必要です。においに特化した分析システムにより、不
快臭に寄与する臭気成分を特定できます。

⚫ においに特化した分析手法のため、ヒトの嗅覚で感じている
においを視覚化できる。

⚫ 異臭の原因物質が特定できる。

⚫ 佐々木直里：生活環境下における生ゴミ臭に寄与する臭気
成分の探索，室内環境学会誌， ， ，

（ ）
⚫ 佐々木直里：室内空気中に放散されたタバコ臭のにおい成

分探索，室内環境学会講演要旨集 （ ）

墨田支所 佐々木 直里

⚫ 都産技研のブランド試験として展開
⚫ においに関連した製品の開発

地域技術支援

研究員からのひとこと
年度より都産技研の「ブランド試験」として

実施しておりますので、お気軽にご相談ください。

■生ゴミ臭に寄与する臭気成分の探索

■におい分析システムを使った臭気成分の探索方法
におい分析システムは、におい嗅ぎポートを搭載したガスクロマトグラフ
質量分析計（ ）です。 で検出した揮発性成分のうち、
においに寄与している成分をヒトの嗅覚で確認し、アロマグラム※）を作
成できます。

図 生ゴミ臭の検出成分 上段 とアロマグラム 下段

■タバコ臭に寄与する臭気成分の探索

におい嗅ぎポート

図 におい分析システム

図 タバコ臭の検出成分 上段 とアロマグラム 下段

検出成分を確認すると、エタノールや酢酸が主成分でし
たが、アロマグラムを確認すると、微量で存在するジアセチ
ルがにおいの原因成分の一つであることが判明しました。

※）アロマグラムとは？
におい嗅ぎポートから時間の経過とともに放散されるにおいをヒトの嗅覚で
確認し、その感じ方（強さや印象）をグラフ化したものです。

検出成分を確認すると、ニコチンが主成分でしたが、アロ
マグラムを確認すると、タバコ臭の原因成分は多数あり、
ニコチン由来の熱分解成分であることが推定されました。

― 検出成分の主成分
― におい原因物質

― 検出成分の主成分
― におい原因物質
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防護用具や防災用具の特性試験方法について

東日本大震災からまもなく 年、津波で生じた膨大ながれきが復旧の妨げになった
のを教訓に、国や企業が対策づくりに動き出しています。しかし、従来の防護用具や
防災用具は、試験評価も適切な実製品に合致した試験方法がありませんでした。
本研究では、荷重負荷時の定量的データを取得する特性試験方法を報告します。

共同研究者 櫻庭 健一郎、窪寺 健吾、村上 祐一（都産技研）

城南支所 樋口 英一

⚫ 荷重負荷時の定量的データ（荷重、変形量など）を取得
する防護用具や防災用具特性評価試験方法可能

⚫ 製造業において品質管理の意識が高まるなか、飛散防止
用具特性評価方法の信頼性確保

⚫ 実際の製品使用条件に相違することが多いため、必ずしも
適切な試験方法ではあるませんでした。しかし、製品使用条
件に近い試験が可能になります。

⚫ 特性試験評価において、各種製品の標準化に貢献できる
可能性があります。

地域技術支援

⚫ 日本繊維機械学会， ， ， （ 年
号）

⚫ 年 月号

研究員からのひとこと
この技術で防護用具や防災用具などの特性
試験が可能です。
防災に興味のある企業さま、または、活用方
法が分からない企業さまのお問い合わせをお待
ちしています。

本手法の試験条件は、試験速度を と設定した。また織物を治具に固定して、各ストラ
イカーで圧縮荷重を負荷させ特性を評価します。
ストライカーの仕様は、平面ストライカー（直径 、板厚 ）球面ストライカー（直径

、長さ 、先端形状 ）円錐ストライカー（直径 、長さ 、先
端角度 °、先端形状 ）を作製します。各ストライカーでの試験で荷重負荷時の定量的データを
取得して飛散防止用の特性試験の妥当性を評価します。

研究内容

平面ストライカー 球面ストライカー 円錐ストライカー
図 試験の様子図 ストライカー種類

負荷荷重(kN) 変形量(mm) 負荷荷重(kN) 変形量(mm)

平面ストライカー 10.077 1.15 10.046 0.87

球面ストライカー 10.081 1.27 10.043 0.83

円錐ストライカー 2.237 4.47 1.798 3.77

再現性 繰返し性

表 結果
特性試験方法は、再現性、繰返し
性のバラつきが少し確認できた。各ス
トライカーの試験が重要なのがわかっ
たが、特に円錐ストライカーの評価は
必要な試験方法です。

試験結果
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摩擦熱による ダイヤモンドの研磨

耐熱高強度材である窒化珪素系セラミックスを用い、 ダイヤモンドとの摺動に
よって摩擦熱を発生させ、 ダイヤモンドの研磨を実現しました。

⚫ ダイヤモンドの共擦り研磨に比較して、ダイヤモンド砥粒を使
用しないため低コスト

⚫ 簡便な装置構成

⚫ 平野 他：技術シーズ集， （ ）

⚫ 平野 他：技術シーズ集， （ ）

⚫ 特開

共同研究者 中村 健太、藤巻 研吾、玉置 賢次（都産技研）
謝辞 本研究の一部は（一財）内藤泰春科学技術振興財団の 年度調査・研究開発助成を受けて実施したものです。

城南支所 平野 康之

⚫ ダイヤモンド膜を被覆した塑性加工工具への適用
⚫ ダイヤモンド膜を被覆した製品の実現
⚫ 新しい研磨装置への展開

特開

地域技術支援

研究員からのひとこと
この技術はダイヤモンドの研磨コストに寄与し
ます。ダイヤモンドの研磨に興味のある企業さま
のご相談をお待ちしています。

サイアロンを含む窒化珪素系セラミックスは、 ℃以上の高い耐
熱衝撃性を有します。本実験は、表 のセラミックスを用い、摩擦熱
によって ダイヤモンドを研磨する方法を検討しました。表 の研
磨条件、図 の装置構成において、研磨実験を実施しました。

実験結果を図 に示します。窒化珪素およびサイアロンセラミックス
は、いずれも低摩耗で ダイヤモンドを研磨可能であることが示
されました。

研磨速度

研磨圧力

研磨時間

ダイヤモンド膜の表面粗さ μ （未研磨） 図 ダイヤモンド膜の表面粗さと研磨工具の摩耗量

表 研磨条件

図 研磨実験の装置構成

金型などへのダイヤモンド膜の被覆が期待されています。しかし、多結晶の ダイヤモンド膜は表面が粗いため研磨を必要とします。
ダイヤモンド砥粒による共擦り研磨法は、広く採用されていますが、低コスト化が求められています。

番号 種類 破壊靭性

窒化珪素 （代表値）

窒化珪素

窒化珪素 （代表値）

サイアロン

サイアロン

表 研磨工具に使用したセラミックス

ダイヤモンド膜 研磨工具 セラミックス

バネ

回転
研磨速度 摩耗量

研磨圧力

μ
研
磨
工
具
の
摩
耗
量

の
平
均

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド膜

の
表
面
粗
さ

後
μ

研磨工具材質

μ 摩耗量 μ
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レーザ加工によるセラミックス表面の
微細形状の作製および評価

セラミックスのレーザ加工条件と表面凹凸との関係を検討しました。
レーザ出力・スキャン速度 パルス周波数 などのレーザ照射条件を制御により異な
る凹凸形状が作製可能です。

⚫ 加工が困難であったセラミックスをレーザ加工法によりセラミッ
クスの表面加工が可能であり、レーザ加工条件を変えること
で異なる深さで加工が可能である。

⚫ レーザ加工による再現性のある凹凸形状の作製が可能であ
る。

⚫ 古杉他：技術シーズ集， （ ）
⚫ 先端計測加工ラボ活用事例集
⚫ 平野他：東京都立産業技術研究センターのレーザ加工技

術による支援事例，機械技術， ， ，
（ 年号）

共同研究者 平野 康之 （都産技研） 本研究の一部は 科研費 若手研究 の助成を受けたものです。

城南支所 古杉 美幸

⚫ より高度なセラミックスの表面加工への展開
⚫ 凹凸形状を制御することで接着強度向上への応用

地域技術支援

研究員からのひとこと
この技術でレーザ加工法によるセラミックスの表
面加工が可能です。
微細加工技術の応用で共同研究・事業化に
ご興味がありましたら、お気軽にご相談ください。

図 はレーザ照射条件が一番強いときの表面画像で
す。 条件中で深さが最大になります。また、レーザが
照射されていない箇所もレーザの影響を受けています。
図 は図 と同様のスキャン速度で、レーザ出力が小さ
い場合です。図 と比べレーザが照射されている箇所
以外の影響は小さくなります。
図 はスキャン速度が一番速く、レーザ出力が一番弱
い表面画像です。深さが最小になります。図 、 、深さ約1.5 µm

図 、 、深さ約4 µm図 、 、深さ約6 µm
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レーザ：波長1064 nm、パルス幅10 μs、スポット径30 µm
セラミックス：ジルコニア
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【製造工程】 【乳酸菌の種類】
●漬物用乳酸菌

：
●酪農用乳酸菌
発酵乳やチーズなどの乳製品に利用されます
：
：

酪農用乳酸菌を用いた
キャベツ発酵漬物の開発

酪農用乳酸菌を利用して、低塩分のキャベツ発酵漬物を開発しました。漬物用
乳酸菌利用時と比較して、漬物の総酸度上昇が抑えられ、含まれる遊離アミノ酸
や有機酸の組成が異なる、特徴ある風味の漬物を製造できます。

⚫ 漬物を低塩分（ ％）で発酵させることで、酪農用乳酸
菌の利用が可能となりました。

⚫ 酪農用乳酸菌を利用した漬物は、漬物用乳酸菌利用
時と比べて総酸度が低く、有機酸・遊離アミノ酸組成が
異なり、風味に特徴が出ました。

食品技術センター 中山 里彩

⚫ さまざまな野菜の漬物への酪農用乳酸菌の活用
⚫ 新たな野菜発酵食品の開発

地域技術支援

研究員からのひとこと
研究成果を活用した共同研究および製品化
を目指しています。
酪農用乳酸菌を用いた発酵漬物の製品化に
興味のある方はお気軽にお問い合わせください。

共同研究者 佐藤 万里、三枝 静江、磯野 未来（都産技研）、竹友 直生（元都食技セ）

研究成果に関する文献・資料
⚫ 中山 他：日本食品科学工学会 第 回大会講演要旨
集（ ）

キャベツ漬物

漬物保存時（10℃）の総酸度

酪農用乳酸菌（ 、 ）を利用した漬物は総酸度が ％以下に抑えられましたが、 は冷蔵保存中も発酵が進み、
総酸度が上昇しました。一方、 を利用することで、長期の冷蔵保存時も総酸度を 以下に抑えることができました。

蒸気殺菌した後、
塩・乳酸菌など添加

総
酸
度
（
％
）

発酵日数（日）

漬物用
酪農用

漬物製造時（ ℃）の総酸度

総
酸
度
（
％
）

保存期間（週）

漬物用 酪農用

キャべツ 切断・水洗 25℃3日間発酵
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低周波ノイズを測定可能とする
磁界プローブの開発

製品開発の現場環境において使用可能なエミッション簡易測定用磁界プローブを
開発しました。測定対象は基板上の配線パターンや接続するケーブル類とし、伝導
エミッション測定帯域を評価可能としました。

⚫ 従来のプローブでは不可能だった広帯域測定（
）が可能。

⚫ 回転方向に対する位置ずれに強く、測定帯域内において高
感度な測定が可能。

⚫ 小型化を可能としたため、空間分解能に優れる。

⚫ 髙橋文緒 他：””広帯域 簡易測定用アンテナの開
発””，信学ソ大，

⚫ 年 月号，研究事例紹介

共同研究者 佐野 宏靖、村上 祐一（都産技研）

電子技術グループ 髙橋 文緒

⚫ 開発現場などでの測定時の再現性に関する検討
⚫ 簡易測定システムを活用した開発現場での測定支援の展
開

特開

多摩テクノプラザ

研究員からのひとこと
製品の開発現場において、簡易測定環境を
整えるにあたって、現地にお伺いすることも可能
です。ぜひご相談ください。

磁界検出コイル

増幅回路

被測定対象
（ケーブルや基板上の伝送線路）

以下の構造により、問題点を解決しました。
磁界検出コイル：磁性基材の一部にスリットを有し、ス
リットを中心に互いに複数逆巻にした つのコイルが対
称に配された構造
⇒ 磁性基材およびスリットの採用により低周波の感
度特性および測定の再現性の向上が可能になりまし
た。
増幅回路：外来ノイズの影響を低減する電流帰還形
の差動増幅回路および減算増幅回路を採用
⇒ アンテナへのシールドが不要となりました。

磁界検出コイルと増幅回路を有した磁界プローブ
測定周波数：
⇒ 分解能向上のために小型化を検討するにあ
たって、以下の問題点があります。
・低周波帯域の感度特性が減少
・測定の再現性を考慮する必要がある

本技術を活用し、電子計測機器を扱うマイクロニクス株式会社
と都産技研は、 年度の共同研究により、磁界プローブ
「 」の開発を行いました。

測定周波数は
とし、さらに低周波の測定を可能とし
ました。
ペン程度の大きさであるものの、低周
波においても十分な感度特性を有
します。

-10
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周波数 [MHz]
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線の測定対象に感度差の異なる信号を入力し、感度特性評価を
行った結果、擬似電源回路網（ ）およびシールデッドループア
ンテナ（ ）との比較を示します。開発品は とほぼ同様の感
度結果を示すことで、空間分解能に優れていることがわかります。

発振器

①AMN

②開発品,

磁界
プローブ
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無線電波の 活用における
通信リソースの分析

状態をモニタリングする通信インフラで活用が注目されている無線技術 につ
いて伝搬障害に関する分析を行いました。無線ネットワークが周辺エリアに与える影
響を定量的に把握することで通信インフラの最適な利用に役立てることができます。

⚫ 無線伝搬特性、無線妨害波耐性を定量的に評価
⚫ 伝搬空間において周波数と時間軸の両面によるリアルタイム
特性から電波の混み、占有率を視覚化

⚫ 無線規格における盲点、無線通信利用上の考慮を理解

電子技術グループ 中川 善継

⚫ 無線伝搬の干渉を低減する応用技術の開発
⚫ 屋外無線通信に適した農林業分野への展開
⚫ 有限な周波数資源の有効的活用に期待

多摩テクノプラザ

研究員からのひとこと
無線を飛ばすだけでなく空間を共有しているこ
との理解が大切です。この技術で無線通信の
不安定さを探ることが可能です。無線通信の
安定性を高めたい企業さまとの共同研究・事
業化を募集しています。

共同研究者 仲村 将司、阿部 真也、大平 倫宏（都産技研）

図 エリア内通信干渉における妨害波の影響
上段 周波数ずれの影響 下段 干渉信号強さの影響

図 エリア内外における無線通信干渉のイメージ

無線通信は私たちの生活に身近な存在であり、以前よ
りも無線通信方式の選択肢が多く、敷設の自由度や省
電力化技術も相まって の普及の一翼を担っています。
一方で無線ネットワークを敷設しシステム導入する際、
周囲にどのような無線の影響が潜在しているかを予め知っ
て無線利用をしようとする方はまだまだ多くありません。無
線ネットワークの利活用においては、周囲からの電波の影
響があることを想定したネットワーク設計が求められます。

通信リソースには規格で定められた周波数・帯域のほか、
ビットレート、拡散係数、電波強度などいくつかのパラメー
タと送出時間間隔、送出タイミングが複雑に絡み合い干
渉の元となって表れます。 右図は 規
格 での無線通信干渉実験を行っ
た様子と干渉条件による送信頻度の低下を表しています。
⚫ 電波は遮蔽物を反射し、減衰しながら伝搬する
⚫ 無線の干渉を解消する仕組みとして実装されている
キャリアセンスについて、一定レベルの電波強度に満た
ない場合、混信を防ぐ機構が働かない

これらの結果から、無線システムを使用する現場において
定量的に評価することは無線通信の安定性・伝搬の信
頼性を高めることに結び付けることができます。
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無線電波の 活用における
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今後の展開

特徴

スイッチング電源の近傍界波形測定を
用いたノイズ源識別法の開発

複雑な電子製品では、スイッチングノイズが複数存在している場合、ノイズ発生源を
一つに特定するのが困難です。本研究では、放射ノイズ源となる電源を容易に特
定する技術を開発しました。

電子技術グループ 佐野 宏靖

⚫ 試験所や電子機器開発メーカなどにおける放射ノイズ
源探査ツールの開発

⚫ オーダーメード型技術支援への展開

多摩テクノプラザ

研究員からのひとこと
のノイズ対策の第一歩はノイズ源識別で

あり、正確にノイズ源の位置を特定することが
大切です。ノイズ源識別法の開発に興味のあ
る企業さまとの共同研究・事業化を募集してい
ます。

共同研究者 鈴木 聡、金田 泰昌、佐々木 秀勝（都産技研）、梅林 健太（東京農工大）

• 近傍電磁界と遠方界を同時に測定せず、ノイズ源を識別し、遠方
界(𝑦𝑦𝑎𝑎𝑎𝑎𝑎𝑎) から個別電源の𝑦𝑦1, 𝑦𝑦2, 𝑦𝑦3を推定します 図 ）。

• 識別処理には、近傍電磁界のスイッチング波形パターンから遠方
界の位相を推定し、ノイズ源ごとのインパルス応答を推定します
（図 ）。

• 遠方界にどれほど影響がでているか、ノイズ源ごとに比較が可能に
なります（図 ）。

研究成果に関する文献・資料
⚫ 佐野宏靖・鈴木 聡・金田泰昌・佐々木秀勝・梅林健
太：スイッチング電源の近傍界測定を基にしたノイズ源識別
法の一検討，信学技報

年 月

特許出願中

⚫ 近傍電磁界と遠方界を同時に測定せず識別
⚫ 同一周波数の複数のノイズ源を識別可能
⚫ ケーブルを除去したり、装置の動作を止めたりせずに、配線
毎のノイズ影響を把握

ノイズ源の識別処理

遠
方
界
ア
ン
テ
ナ
レ
ベ
ル

近傍界プローブ 遠方界アンテナ

図 ノイズ源ごとのスイッチングノイズ波
形（ 時）

図 ノイズ源識別処理結果の比較
（上： レ シ ーバ ス ペ ク ト ラ ム 、
下：推定したスペクトラム）

図 ノイズ源識別処理



－ 49 － － 50 －

従来技術に比べての優位性

今後の展開

特徴

研究成果に関する文献・資料

高度化した三次元測定機を用いた
熱膨張係数の評価 複合素材技術グループ 大西 徹

特開

多摩テクノプラザ

三次元測定機（ ）の温度補正機能に使用しているスケールとワーク温度計
の評価法を開発しました。この技術により、熱膨張係数の評価が可能になりました。
・ スケール温度計（レーザ測長器による の20℃からの偏差2種類の温度における位置決め測定）
・ ワーク温度計（校正された温度計との比較）

→ スケールとワーク温度計を補正 → 目盛誤差の低減 → 熱膨張係数の評価

スケール温度計の評価

鋼製ブロックゲージ（ ）の熱膨張係数の評価

図 スケール温度の違いによる位置決め誤差

図 付属のﾜｰｸ温度計と校正された温度計との相関図

図 スケール温度計の補正後の位置決め誤差

図 鋼製の熱膨張係数付 の温度補正前後の目盛誤差

図 とレーザ測長器

ワーク温度計のオフセット
誤差は ℃

スケール温度計の補正により目盛誤差 μm以下

⚫ 付属のスケールとワーク温度計を評価し、補正すること
で目盛誤差を ％程度低減

⚫ この温度補正法により現在ユーザが使用している の
持つ精度以上の高度化、および、熱膨張係数の評価が可能

⚫ 熱膨張係数の評価への展開
⚫ 現場環境での の高度化が期待できる

⚫ 大西徹 他：精密工学会秋季大会学術講演会 講演論
文集， （ ）

⚫ 大西徹 他：現場環境を考慮した三次元測定機の高度化，
設計工学， ， ， （ ）

研究員からのひとこと
この技術で の高度化が可能です。

の高度化に興味のある企業さまとの共同
研究・事業化を希望します。

共同研究者 高増 潔（東京大学）

校正値： × － ℃

熱膨張係数が
× － ℃以下
の精度を達成
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特徴

研究成果に関する文献・資料

プリント技術を用いた
の機械的特性制御法の開発

の炭素繊維積層間に柔軟樹脂をパターン配置する手法において、配置面
積や厚さを細かく制御する手法を開発しました。繊維配向を変化させずに機械的
特性を細かに制御することを実現しました。

⚫ 繊維配向を変化させずに機械的特性を制御可能
⚫ 細かな制御ができるためオーダーメード製品への活用が期待
される

⚫ 確立した技術（スクリーンプリント技術）で加工可能

⚫ 武田 他：柔軟樹脂をパターン配置した の特徴，日
本繊維機械学会 第 回年次大会研究発表論文集，

， （ ）

共同研究者 峯 英一、西川 康博、飛澤 泰樹、伊東 洋一（都産技研）

複合素材技術グループ 武田 浩司

⚫ 製スポーツ用品のオーダーメード品への応用
⚫ 層間強度への影響の明確化
⚫ 柔軟樹脂の変更を検討

特開

多摩テクノプラザ

研究員からのひとこと
この技術で の機械的特性を簡便かつ細
かに制御可能です。

製品を扱う企業の皆さまからのご連絡お
待ちしています。

開発品
柔軟樹脂をパターン配置
配置面積、厚さを操作し
機械的特性制御

炭素繊維
柔軟樹脂

特徴② 繊維配向を変化させずに
機械的特性を細かに制御可能

特徴① スクリーンプリント技術で
柔軟樹脂の配置面積、厚さを操作

柔軟樹脂重さと配置面積、厚さの関係

製スポーツ用品
曲げ弾性率制御が
重要な要素

従来
繊維配向による制御

・細かな制御難
・反りの発生
・正確な配置の必要性

簡便化

配置面積、厚さと曲げ弾性率の関係

材料 ： 平織 エポキシ樹脂
柔軟樹脂：エポキシ樹脂
成形機 ：オートクレーブ

釣り竿 ゴルフシャフト
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研究成果に関する文献・資料
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特徴

研究成果に関する文献・資料

燃料電池用白金ナノ粒子触媒の
メタノール還元法による簡便合成

窒素ドープカーボンを担体として用いることによって、簡便なメタノール還元法で
の平均粒子径をもつ白金ナノ粒子触媒を合成することに成功しました。

この白金触媒は窒素ドープカーボン担体と相互作用して活性がさらに向上しました。

⚫ 炉や真空装置などが不要な量産に適した簡便なプロセスの
ため、大規模な設備導入やノウハウが不要です。

⚫ 従来のアルコール還元法では 以下の平均粒子径の
白金を合成することは困難でしたが、窒素ドープカーボン担体
を用いることで、 前後の白金を容易に合成できます。

⚫

（オープンアクセス論文）
⚫ 立花直樹、“ポーラスカーボン材料の合成と応用” シーエム
シー出版 第 章 年 月

⚫ 年 月号

共同研究者 湯川 泰之、森河 和雄、川口 雅弘（都産技研）
本研究の一部は 科研費 により実施しました。

複合素材技術グループ 立花 直樹

⚫ 燃料電池の高出力化、量産・試作コスト低減
⚫ 水電解セルの効率向上
⚫ 繰り返し充放電可能な金属空気電池への展開

特許第 号

多摩テクノプラザ

研究員からのひとこと
特別な設備が不要で、平均粒子径で数
以下の白金ナノ粒子触媒を容易に合成するこ
とができます。

管状炉、真空装置等
万円

還流用冷却管＋オイルバス
＜ 万円

Pt 4f7/2Pt 4f5/2
— Pt0
— Pt2+

— Pt4+

10 nm 白金担持窒素ドープカーボンの
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白金担持カーボン

← スペクトル
触媒ー担体相互作用
によるシフト⇒活性向上！

触媒担体

（カーボン、
TiO2、WC等）

塩化白金酸

含浸法に
よる担持

加熱分解
（>350℃）

従従来来法法のの一一例例(含含浸浸法法)

本本合合成成法法

窒素ドープ
カーボン

ジニトロジアンミン
白金溶液，メタノール

加熱還流
（メタノール中，
沸点：65℃）

白金担持触媒

白金担持
窒素ドープカーボン

One step!
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あくまで案ですので、
調整をお願いします。

過去のチラシの
フォントや、雰囲気に
合わせたいと思っています


